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ブックレット作成に当たってブックレット作成に当たって

このブックレットでは，ピアサポートの手法を生かし，
校種間における行動連携を促進するための具体的な活動と
その方法を分かりやすく示しています。
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１ いじめや不登校の未然防止と保幼小中連携

いじめや不登校の問題は生徒指導上の大きな課題であり，これまで課題克服のた

めに様々な取り組みがなされてきました。中学校第1学年時では，いじめと不登校
が急激に増加する傾向（中１ギャップ）にあり，岡山県においても同様の傾向が見
られます。また，小学校第１学年時においては初めての集団生活になじめず授業中
に歩き回ったり，私語が絶えず授業が成り立たなかったりする状態が継続的に続く
ことも，大きな課題と言えます。特に中１ギャップでは新しい環境に適応しにくく
なっている要因として，それまでの親しい友人，教職員等の支えがなくなったり，
新しい人間関係がうまくつくれなかったりして，他者とのかかわりの中で，自分の
存在価値に自信が持てず，自己有用感が失われていることが指摘されています。

新しい人間関係が
うまくつくれない親しい友人，教職

員等の支えがなく
なる

周囲の仲間から
認めてもらえない

学習，部活動に
ついていけない

自己有用感の喪失自己有用感の喪失自己有用感の喪失

中学生に対する
あこがれ

中学校生活への期待
行事や部活動などの

楽しみ

先輩，先生との
交流会等の実施

によって生まれる
安心感未然防止未然防止未然防止

中1ギャップ

自己理想と現実の
自分の違いに悩む
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校種間のギャップを小さくするためには，上級学校に対する不安感を，期待感や安心感
に変える取り組みが必要となります。また，中学校で不登校になる生徒の約半数が，小学
校時代にその傾向を示したり，実際に不登校を経験したりしていることが分かっており，
一人一人の児童生徒について，小学校での様子や指導，及び対応を把握した上で，中学校
での指導や対応を検討することが求められます。そのためには定期的に中学校区単位で情
報交換の場を持ったり，個人ファイルや連携シート等を活用したりするなどの情報連携シ
ステムの確立が必要です。さらに，教員による出前授業や交流活動，及び合同活動等の実
践によって，校種間の緊密な連携が図られれば，上級学校に対する不安感を軽減すること
につながるでしょう。

Ｃ中学校保育園

教育支援
センター

Ｂ小学校

幼稚園

Ａ小学校

中学校区
の連携
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育ちが保障
できる場

自己有用感援助のための

トレーニング

仲間支援

ピア（peer）とは「仲間」，サポート（support）とは「支援」の意味です。ピアサポートと
は社会性や対人関係の育成を保障できる場を学校や地域社会の中に意図的につくり，援助のため
のトレーニングを受けた児童生徒たちが，悩んだり困ったりしている仲間を支援するというもの
です。ここでいうサポート活動は，これまでの友達としての好意による仲間への支援だけでなく，
より自主的で意図的，計画的に，より高度で幅広い支援を行おうとしているものです。いつでも，
どこでも仲間（ピア）をサポートする，サポートし合えるような仲間関係を自分たちの力でつく
り上げ，思いやりにあふれた学校環境をつくっていくのがピアサポートです。そしてそういう活
動を通して「自分は必要とされている」「自分は誰かの役に立っている」といった自己有用感を
育てていくことにつながり，それがやがて思いやりのある学校風土を築いていくと考えています。
そのことが，いじめや不登校などを未然に予防していくことにつながっていくと考えます。

２ ピアサポートとは

ピアサポート・プログラムでは教育課程上の位置付けなど実施の枠組みを決定した後，サポー

ト活動に必要なスキルを身に付けるために様々な「トレーニング」を行い，どのようなサポート
活動を行うかを一人一人が「プランニング」をします。そして，実際に「サポート活動」を行っ
た後，実施したプログラムの効果について評価していきます。また，「個人プランニング」や
「サポート活動」については，教師や児童生徒相互による「フォローアップ」を丁寧に行います。
この「トレーニング」「プランニング」「サポート活動」及び「フォローアップ」までの一連の
活動をまとめてピアサポート・プログラムと言います。
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①
実
施
の
枠
組
み
の
決
定

①
実
施
の
枠
組
み
の
決
定

②
動
機
付
け

②
動
機
付
け

③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

④
個
人
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

④
個
人
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

⑤
サ
ポ
ー
ト
活
動

⑤
サ
ポ
ー
ト
活
動

⑦
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価

⑦
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価

⑥・教師から児童生徒へのフォローアップ

・児童生徒同士のフォローアップ

⑥・教師から児童生徒へのフォローアップ

・児童生徒同士のフォローアップ

■ピアサポート・プログラムの流れ

①
Plan

②～⑤
Do

⑥⑦
Check

Action

この一連の活動を，ＰＤＣＡサ
イクルで繰り返し行うことで，子
どもたちの自己有用感が少しずつ
育まれていく。

フォローアップとは

出した指示，課されて

いる役割などについて，
その達成状況や進捗状況，
結果などを検証・分析し，
さらなる指示や修正，ア
ドバイスを行うことを言
います。

ソーシャルスキル教育

グループワーク・トレーニング

自分の考えを伝える・解決策を考える，対
立の解消

問題解決の仕方

ソーシャルスキル教育仲間の誘い方，仲間への入り方，上手な指
示の出し方，上手な頼み方

上手な話し方

ソーシャルスキル教育積極的な話の聴き方，質問の仕方，気持ち
を読む

上手な聴き方

アンガーマネージメント教育

ストレスマネジメント教育

感情のコントロールの仕方，ストレスとの
上手な付き合い方，上手な断り方

自己防衛

構成的グループ・エンカウンター友達について知る，友達の良さについて知
る

他者理解

構成的グループ・エンカウンター自分の対人関係の特徴を知る，プラスのス
トロークを贈る

自己理解

トレーニングの選定 ねらいに応じて選びましょう。 参考となる資料 p.68

トレーニングの理論的背景ねらいに応じたトレーニングの例

実施の枠組み

○各教科

○総合的な学習の時間

○特別活動

○道徳

など学校の実態に沿って

組み合わせてね。

ピアサポート・プログラムの構造（栗原，2006）改変

「すぐ始められるピアサポート・指導案＆シート集（森川，菱田， 2002）改変
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コアチームの結成

評価の観点の作成

ピアサポート・
プログラムの作成

体制づくり

導入前研修

培いたい能力の選定

中学校区にピアサポート・プログラムを導入していくために様々な取り組みを
段階的に実施してきました。「コアチームの結成」「ピアサポートで培いたい能
力の選定」「評価の観点の作成」「ピアサポート・プログラムの作成」「体制づ
くり」「導入前研修」の六つの取り組みです。コアチームでは月一回の会を持ち，
導入に向けての取り組みを検討していきました。こうした話し合いの中で幼小中
合同の研修会が実現できた訳です。

この取り組みの成果をまとめてブックレットを作成しました。

＊詳しくは岡山県総合教育センター研究紀要第１号
「いじめや不登校を未然に防ぐためのピアサポートの導入」pp.71-96

http://www.edu-ctr.pref.okayama.jp/chousa/study/h19/07-02.pdf

平成20，21年度には，中学校区での連携を考えている学校で，ブックレット

を活用してもらい，更に新たなアイディアを加えています。

３ 中学校区へのピアサポート・プログラム導入に向けて

平成18，19年度，
小・中学校，教育支
援センター，及び関
係機関等が連携して，
ピアサポートを中学
校区に導入する試み
をしました。

この取り組みを
生かしてブック
レットを作成しま
した。
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４ 校種間連携における課題

岡山県内での「校種間連携」の実態を把握するため，県内全域（岡山市を除く）の小学校及び
中学校の生徒指導または教育相談担当者（小学校255名，中学校115名，計370名）を対象に，
各校の実態と担当者の意識についてアンケート調査を実施しました。その中で，特に行動連携に
注目してみると次のような実態が見られました。

●校種間における交流活動や合同活動の実施について
小学校を対象としたアンケートでは，保幼における交流活動や合同活動実施校は全体の68％

で，中学校との交流活動実施校（22％）の３倍以上であることが分かりました。中学校を対象
としたアンケートでも小中との交流活動実施校は全体の20％で同様の状況がうかがえました。
保幼小間に比べ，小中，保幼中での交流活動や合同活動はまだ実施率が低いと言えます。

・合同運動会

・合同学芸会

・体験入学

・読み聞かせ

・給食

・遠足・遊び活動

・部活動による交流活動

・出前授業

小
学
校

・技術・家庭科〔家庭分

野〕の保育園訪問

・運動会

・職場体験

・保育園環境整備

・絵本の読み聞かせ

・芋掘りなどの収穫

・合同文化発表会

・吹奏楽部による訪問

・新入生体験入学

・合同運動会

・学習発表会

・芋掘りなどの収穫

・絵本の読み聞かせ

・給食

・祭り

・遠足・水泳

保
育
園
・
幼
稚
園

中学校小学校

p.8

p.10

ケ 連携をする際にそれぞれの校種で配慮すべきことや教師の具体的な

活動とその方法を，分かりやすく示す。

コ 校種間で連携を図った実践事例や使用したワークシート，及び資料

等を紹介することで，具体的な内容や方法を分かりやすく示す。

④ 具体的な内容や方法

が分からない

pp.2-3, p.19

pp.24-25
キ 校種間における連携の意義を明確に示す。

ク 校種間で交流の場を意図的に設けた例を示す。

③ 職場にその体制や雰

囲気がない

p. 29

p.18

p.10

ウ 教育課程の中に位置付けることが可能であることを示し，単元構想

の中でも，ピアサポート・プログラムの流れが分かるようにする。

エ 現在行っている活動を洗い出す。

オ ９年間を見通してピアサポートで培いたい力や評価の観点が，一目

で分かるように一覧表に示す。

カ 学習指導案に示している評価の観点が，培いたい力のどこにつな

がっているのかが分かるように示す。

② 教育課程にうまく組

み込むことができに

くい

p.11

pp.61-62

ア 授業を展開する際の手引き書として活用できるよう，板書計画や教

師の主な発問などを入れる。

イ

① 職務の多忙化で時間

的余裕がない

参照ページブックレットでの工夫校種間連携における課題

●交流活動や合同活動の実施の妨げについて

アンケートで挙げられた課題について，ブック

レットでは次のような工夫をしました。

（校種間で実施している交流活動・合同活動）

（交流活動や合同活動の実施状況）

実態把握のためのアンケート結果を入力するだけで，個人的能力と
社会的能力のバランスが一目で分かる集計フォームを作成する。

小学校

中学校

保育園
幼稚園

68%
（N:255）

22%
（N:255）

（N:114）

11%20%
（N:114）
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三段階の心理教育的援助サービス
学校心理士認定委員会（2002）改変

一次的援助サービス
すべての子ども対象

二次的援助サービス
一部の子ども対象

三次的援助サービス
特定の子ども対象

このブックレットは，いじめや不登校を未然に防ぐために，す
べての子どもたちを対象に一次的援助サービスを行うための資料
として活用できることを目指しています。一次的援助サービスと
は「すべての子ども」の援助ニーズに応じるものであり，学校生
活への適応や友達をつくるスキルの開発など開発的，予防的な活
動としてとらえています。いじめや不登校の起きない学級づくり
をしていくためには，人とかかわる際の基本的なルールやマナー，
相手を傷付けずに自分の意見を主張するスキルなどを身に付ける
必要があります。また，そうしたスキルを生かせる場を意図的，
計画的に設定し，小学校の低学年から社会性や対人関係能力を段
階的に系統立てて育んでいくことも大切です。

このブックレットの特徴このブックレットの特徴

幼稚園教諭 Ａ小学校教諭 Ｂ小学校教諭 Ａ小学校校長 Ｃ中学校教諭 Ｃ中学校教諭

連携をする際の配慮や，教師の具体的な動きを登場人物が解説します。その①

本当よね。今日は園の先生に
お話ししていただいたので，幼
児の立場に立った具体的なお話
が聞けて良かったわ。

忙しいけれど，毎
週金曜日の放課後に
時間をつくって打ち
合わせをしたかいが
ありましたね。

相手の立場に立った支援になっ
ているかということを常に振り返
りながらサポート活動ができるよ
うになるといいですよね。そのた
めにも，幼児の気持ちに寄り添え
るような話し方や聴き方はぜひ身
に付けてほしいですね。

★ 校種間で連携をする際の，校内研修に使える。

★ ピアサポートを授業の中で展開していく際の手引き書として活用できる。

５ ブックレットの活用の仕方
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単元構想表「来年まってるからね－幼児と仲良くなろう①」

総合的な学習の時間総合的な学習の時間 学級活動学級活動 教科・道徳教科・道徳

道徳
「 あ い さ つ を す る
と」
（「最高にうれしい
おはよう」）

国語
「インタビュー名
人になろう」
目的や内容を明確
にして丁寧な言葉
遣いでインタ
ビューをし，話し
手の答えを予想し
ながら話の内容を
聞く。

体育
「水泳」

自分の課題
に向かって，
練習方法を選
び，泳力を身
に付ける。

来年1年生になる幼児
と仲良しになろう

グループを決めよう

幼児に会いに行こう

個人プランニング①

個人プランニング②
【p.41参照】

幼小教職員の連携

フォローアップ
【p.37参照】

サポート活動①
ふれあいフェスティバル

サポート活動②
小学校のプールに招
待しよう
【p.43参照】

トレーニング①
「幼児たちと仲良くなる
ために‐上手な声のかけ
方をマスターしよう‐」
【p.32参照】

トレーニング①
「幼児たちと仲良くなる
ために‐上手な声のかけ
方をマスターしよう‐」
【p.32参照】

トレーニング②
「幼児たちと仲良くなる
ために‐上手な聴き方を
マスターしよう‐」
【p.34参照】

トレーニング②
「幼児たちと仲良くなる
ために‐上手な聴き方を
マスターしよう‐」
【p.34参照】

トレーニング③
「幼児たちと仲良くなる
ために‐気持ちを分かっ
て働きかけるこつをマス
ターしよう」
【p.39参照】

トレーニング③
「幼児たちと仲良くなる
ために‐気持ちを分かっ
て働きかけるこつをマス
ターしよう」
【p.39参照】

ふれあいフェスティバル
の遊びを幼児も楽しめる
ようにアレンジしよう

その②
単元構想の中でも，ピアサポート・プログラムの流れが分かるよう
にしています。 （p.29）

その③
９年間を見通してピアサポートで培いたい能力が，一目で分かるよ
うな一覧表になっています。 （p.14～）

９年間を見通した内容（一部）

培
い
た
い
能
力

ピアサポートで培いたい能力と
発達段階に即した評価項目（一部）

自分が誰に（何に）対して，

を持っていたかに気付くこと

本当は自分がどうしたかった

感情をコントロールする方法

自分の感情をコントロールす

（ウ）

怒り等の感情
をコントロー
ルする力

様々な感情があることに気付

自分の感情を言葉等で表現す

（イ）

感情を認知し
表現する力

②

セ

ル

フ

コ

ン

ト

ロ

｜

ル

自分を知ることができる

他者とのかかわりの中で，自

自分を肯定的に受け止めるこ

（ア）

自己を理解し，
肯定的に受け
止める力

①

自

己

認

識

１

個

人

的

能

力

能力の具体化培いたい能力

友達とのかかわりの中で今
まで気付かなかった新しい
自分の良さに気付くことが
できる。

今の自分を振り返り，
文章や言葉で自分自身
と対話することができ
る。

自分の感情に気付き，感情
を色や形，絵や簡単な言葉
等で表現することができる。

自分の感情に気付き，
表情や態度及び言葉で
表現することができる。

感情をコントロールす
る方法を知ることがで
きる。

内容に即した評価項目

小（中学年） 小（高学年）

自分の感情に気付き，本当
はどうしたかったのかに気
付くことができる。

この単元では，
総合的な学習の時
間や学級活動及び
各教科等の中で実
施しています。

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

流
れ

園
児
と
学
校
探
検

を
し
よ
う

園
児
と
学
校
探
検

を
し
よ
う

園
児
に
会
い
に

行
こ
う

小
学
校
の
プ
ー
ル

に
招
待
し
よ
う

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
招
待

し
よ
う

絵
本
の
読
み
聞
か

せ
に
行
こ
う

園
児
と
の
交
流
を

学
習
発
表
会
で
紹

介
し
よ
う

手
作
り
の
お
も

ち
ゃ
を
も
っ
て
交

流
に
行
こ
う

絵
本
の
読
み
聞
か

せ
に
行
こ
う

園
児
と
の
交
流
を

学
習
発
表
会
で
紹

介
し
よ
う

手
作
り
の
お
も

ち
ゃ
を
も
っ
て
交

流
に
行
こ
う

絵
本
の
読
み
聞
か

せ
に
行
こ
う

園
児
と
の
交
流
を

学
習
発
表
会
で
紹

介
し
よ
う

手
作
り
の
お
も

ち
ゃ
を
も
っ
て
交

流
に
行
こ
う

小学校のくらしを紹介しよう園児と仲良くなろう②園児と仲良くなろう①

・単元の流れについ
て幼小で話し合って
おく。

・幼児の発達特性に
ついて，幼稚園の教
職員に話をしてもら
う機会を設定する。
そのための話し合い
の時間と授業の流れ
についての打ち合せ
をしておく。

幼児はなかなか自

分の思いを言葉にし
て伝えることができ
ないので，話をゆっ
くりと聞いてあげて
ほしいな。

・幼小のペアの組み
方について事前に打
ち合せをしておく。

・幼児の水に対する
抵抗について事前に
情報を得ておく。

・サポート活動後の
幼児や児童，教職員
の感想や思いをどう
共有していくかにつ
いて話し合いをして
おく。

「来年度の１年生がより
早く学校生活になれるた
めに，自分たちに何がで
きるか考えよう」今後ど
のような交流をしていく
か話し合う。【p.30参
照】

動機付け
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（オ）

聴く・話す力

（カ）

他者を理解する力

（キ）

社会に適応する力

（オ）

責任を果たす力

④
対
人
関
係
形
成
能
力

２

社

会

的

能

力

な気持ちなのか

・相手の立場に立っ
て聴くことができて
いるか

〔２‐④‐（オ）〕

意識しながら，場面

ます（Ａ：幼児役，
して，グループの
しょう。

・さし絵の幼児の表
情や様子から，幼児
の気持ちを考えるこ
とができているか
〔２‐④‐（カ）〕

とで，幼児の不安
安心して話ができ
。

上手な聴き方の

ルール」を意識し
て

学習指導案に示している評価の観点が，培いたい力のどこにつな
がっているのかが分かるように表記しています。

その④

その⑤
校種間の連携を図った実践事例と，その中で使用したワークシート
や資料等を紹介しています。

陸上サポート個人プランニングシート陸上サポート個人プランニングシート

相談したいことドキドキ度不安や疑問だったこと

あなたが６年生のころの気持ちを思い出してみよう

・ドキドキ度は100点満点として，どれくらい不安だったか
を10点きざみで付けてください。

・一番相談に乗ってもらいたい項目に○を付けましょう。

不安や疑問リストシート不安や疑問リストシート

相手の立場に立って聴く
ことができているか
〔２‐④‐（オ）〕

学習指導案の評価
の観点はこれだ！

いよいよ小学生たちに陸上競技の実技サ
ポートを行います。サポートが上手くでき
るように１～４についてまとめ，準備を
しっかりしましょう。

１ あなたが小学生に教える種目は？

２ その種目の基本や，記録を伸ばすため

３ おそらく緊張している小学生に対して，

４ あなたは今回，どのような気持ちで小

クラスや学年で何かに取
り組むときに声をかけ合
いながら取り組むことが
できる。

クラスで何かに取り組
むときに声をかけ合い
ながら取り組むことが
できる。

友達の表情や様子から，
友達の気持ちを理解する
ことができる。また，相
手の様子にあった思いや
りのある言葉かけや接し
方ができる。

友達の表情や様子から，
友達の気持ちを考える
ことができる。また，
相手について分からな
いことやもっと知りた
いことについて尋ねる
ことができる。

中学校小（高学年）

相手の気持ちを大事にし
ながらも，自分の考えや
気持ちを率直に話すこと
ができる。また相手が一
番言いたいことは何なの
かを考えながら相手の話
を聞くことができる。

相手の立場に立って，
聴いたり話したりする
ことができる。

内容に即した評価項目

小学校高学年
ではここまでで
きればいいな

２－④－（オ）
の力をつけたい

のポイントは？

分かりやすく説明するためには，どんな
ことに注意して話したらいいだろう？

学生に接しようと思いますか？
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サポート活動

サポート活動

トレーニング

トレーニング

第
５
学
年

第
６
学
年

◆幼児と仲良くなろう① ◆幼児と仲良くなろう② ◆小学校のくらしを紹介しよう

◆感謝の気持ちを伝えよう

ア 上手な話し方１（聴く・話す力）
イ 上手な聴き方１（聴く・話す力）
ウ 気持ちを分かって働きかける

（社会に適応する力）

は異校種でのサポート活動 は校内での異学年によるサポート活動

◆協力して縦割り班活動を成功させよう

ア 上手な聴き方（聴く・話す力）
イ あたたかい言葉かけ（社会に適応する力）
ウ 気持ちを分かって働きかける（社会に適応する力）

ア 上手な聴き方２（聴く・話す力）
イ 上手な話し方２（聴く・話す力）
ウ あたたかい言葉かけ（社会に適応

する力）

児
童
会

サポート活動

トレーニング

◆虫歯菌を
やっつけよう
（保健委員会）

◆絵本大好き
（図書委員会）

◆みんなで
盛り上げよう運動会
（代表委員会）

◆残さず食べよう
（給食委員会）

ア 上手な話し方（聴く・話す力）
イ 上手な聴き方（聴く・話す力）
ウ あたたかい言葉かけ（社会に適応する力）

◆みんなに伝えよう 世界の中の○○っ子

学習活動 教師の支援と留意点

・前時を振り返り，本時では来
年１年生になる幼児と仲良くな
るために，上手な聴き方のポイ
ントを学習することを知る。

①本時のめあてを
知る

導

入

②話をしっかり聴い
てもらった時の気持
ちを考える展

開
●人に話を聴いてもらった時，
どんな気持ちになったかな。

・人に話を聴いてもらった時，
どんな気持ちになったか思い
出す。

●相手が気持ちよく話せる
上手な聴き方を考えてみま
しょう。

●主な発問

ポイント

めあて 幼児と仲良くなるために‐上手な聴き方をマスターしよう‐

・知らない人ばか
りなので寂しい
・これからどんな
ことをするの？

〔場面１〕ふれあいフェスティバルで，
幼児を案内することになりました。し
かしペアのＢ男君がとつぜん「家に帰
りたい」と泣き出してしまいました。
さてあなただったら，こんな時どんな
ふうに話を聴きますか？

その⑥
授業を展開する際の手引き書として活用できるよう板書計画や教師の
主な発問などを入れています。

その⑦ ピアサポート・プログラムの分類を絵マークで分かりやすく示して
います。 （p.21）

板書計画の例板書計画の例

教師の主な発問
「人に話を聴いてもらっ
た時，どんな気持ちに
なったかな」

教師の主な発問
「人に話を聴いてもらっ
た時，どんな気持ちに
なったかな」

ピアサポート・プログラ

仲間づくり
仲間づくり

お兄さん
お姉さん

お兄さん
お姉さん

グループ
リーダー

グループ
リーダー

指導・助言
指導・助言

学習支援
学習支援

相談活動
相談活動

誰もが
誰もが

新入生
新入生

学校・
学校・

学校
学校

仲間同
仲間同

スーパ
スーパ

話をしっかり聴いてもらった
時のことを思い出してみよう

・友だちとけんかして
家に帰ってきた時に，
お母さんが，うなずき
ながら最後まで話を聴
いてくれたので，気持
ちが楽になった。

①体を向ける

②話す人を見る
③相づちを打つ
④最後まで話を聴く
⑤分からないことは質問する
⑥本人の気持ちを聴く

こんな時どうする？

◆Ｂ男君はどんな気持ちなのだろう
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その⑧

社会的能力社会的能力

聴く・話す力

他者を
理解する力

社会に適応
する力

責任を
果たす力

頼む力

主張する力

葛藤場面を
解決する力

断る力

集計フォームにアンケートの結果を入力すると，子どもの個人的能
力と社会的能力の実態が一目で分かるグラフが作成できます。

個人的能力個人的能力

自己を理解し，
肯定的に受け止める力

感情を認知し
表現する力

怒り等の感情を
コントロールする力

創造する力

その⑨
ピアサポートについて更に学びたい方や各校での校内研修に，
活用していただける情報を掲載しています。 （p.26）

H20年度の生徒指導･教育相
談研修講座（発展コース）の「ピ
アサポート」グループの研修内容
です。研修内容は受講者のニー
ズに添って計画していきます。受
講者の方が学校で実践できるよ
うに自校に合った企画書を作成
するところまでを目指しています。

トレーニングについては，事前に教師が研修をし

ておくといいですね。

★岡山県総合教育センターの生徒指導・教育相談研修
講座（発展コース）

★岡山県総合教育センターのサポートキャラバン事業

など活用してみませんか。

第３回
１ アイスブレーキングと２回目の振り返り
２ トレーニングの実際
・ 「上手な誘い方」
・ 「上手な話し方」
・ 「気持ちと内容に傾聴する
コミュニケーションの仕方」

・ 「けんかの仲裁」
３ プログラム導入のための企画書づくり
４ 午後の振り返り

岡山県総合教育センターの
Webページからダウンロードで

きます。

・アンケート用紙

・集計フォーム

アンケートは小学校低学年用，中学年

用，高学年用，中学校用があります。必要
なものを下記から選びクリックして下さい。

アンケートは小学校低学年用，中学年

用，高学年用，中学校用があります。必要
なものを下記から選びクリックして下さい。

中学年用中学年用低学年用低学年用 高学年用高学年用 中学生用中学生用

ピアサポート実態把握のための
アンケートと集計フォーム

集計フォーム集計フォーム
集計フォームをダウンロードした
い場合は右の「集計フォーム」をク
リックして下さい。

集計フォームをダウンロードした
い場合は右の「集計フォーム」をク
リックして下さい。

アンケートは小学校低学年用，中学年

用，高学年用，中学校用があります。必要
なものを下記から選びクリックして下さい。

アンケートは小学校低学年用，中学年

用，高学年用，中学校用があります。必要
なものを下記から選びクリックして下さい。

中学年用中学年用低学年用低学年用 高学年用高学年用 中学生用中学生用

ピアサポート実態把握のための
アンケートと集計フォーム

集計フォーム集計フォーム
集計フォームをダウンロードした
い場合は右の「集計フォーム」をク
リックして下さい。

集計フォームをダウンロードした
い場合は右の「集計フォーム」をク
リックして下さい。



13

ここからは保幼小中の連携を図りながら実施した実践事
例を掲載しています。動機付けからサポート活動までの一
連の流れに沿って紹介しています。

教職員の核づくりでは，校種間連携を進めていくために，
教職員がつながるアイデアを紹介します。

保幼小中連携モデル保幼小中連携モデル

小学校の実践事例では，小学校第５学年による幼児への
ピアサポートを紹介しています。総合的な学習や特別活動，
その他各教科との関連を持たせながら単元構想を組んでい
ます。

中学校の実践事例では，生徒会活動や部活動での，
小学生へのピアサポートを紹介しています。
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１ ピアサポートで培いたい能力と発達段階に即した評価項目

・将来の夢について話をすることができる

・自分の好きなことや得意なことを楽しむことができる

・家庭や社会に貢献することができる

（エ）

創造する力

③
キ
ャ
リ
ア

開
発
能
力

・自分が誰に（何に）対して，どのような感情（イライラ・腹が立つ）を持って

いるかに気付くことができる

・本当は自分がどうしたかったのかに気付くことができる

・感情をコントロールする方法を知ることができる

・自分の感情をコントロールすることができる

（ウ）

怒り等の感情をコント
ロールする力

・様々な感情があることに気付くことができる

・自分の感情を言葉等で表現することができる

（イ）

感情を認知し表現する
力

②

セ

ル

フ
・

コ

ン

ト

ロ

｜

ル

・自分を知ることができる

・他者とのかかわりの中で，自分の良さに気付くことができる

・自分を肯定的に受け止めることができる

（ア）

自己を理解し，肯定的
に受け止める力

①

自

己

認

識

１

個

人

的

能

力

能力の具体化培いたい能力

■ピアサポートに必要な力

ピアサポートを進めていくには，個人的能力や社会的能力の他に，それぞれのサポーターが実際に
行うサポート活動に応じて必要な技能や知識を学習して身に付けることが大切です。

例えば，車いすを使っている仲間をサポートしようとしたら，車いすの操作の仕方や介助の仕方，
その仲間に対する話しかけ方などを事前に学習するのです。数学の苦手な仲間と一緒に勉強しようと
したら，勉強の仕方や説明の仕方，言葉かけで留意することなどを事前に確認します。障害のある仲
間の友達になろうとしたら，その障害の特徴や配慮すべきことについて学習し，そのかかわり方につ
いて実際に練習してみます。

●発達段階に即して

今までは，対人関係を築く力を身
に付けさせたいと思っていても，具
体的にどんな力を，どこまで身に付
けさせたらいいのかあいまいで，次
の学年へつなげていくという意識も
低かったと思うんです。ですからそ
れぞれの能力について，発達段階に
即した評価項目を作成していく必要
があると思うんですよ。

１ ピアサポートで培いたい能力と発達段階に即した評価項目

●身に付けさせたい力

学校不適応の問題と，今後求
められる子どもの姿に共通して
必要とされるのが，社会性，と
りわけ対人関係形成能力の育成
ですよね。そうした力を日常の
対人的なやりとりの中で生かし，
友達から認められ受け入れられ
る場を意図的に設けることが必
要だと思うの。
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自分の感情に気付き，
より細やかな表情や
態度及び言葉で表現
することができる。

自分の好きなものや興味
があることを絵や言葉で
表現することができる。

友達とのかかわりの中で今ま
で気付かなかった新しい自分
の良さに気付くことができる。

今の自分を振り返り，文章や
言葉で自分自身と対話するこ
とができる。

周りの友達とのかか
わりを通して自分を
知り，ありのままの
自分を肯定的に受け
止めることができる。

様々な感情があることに
気付き，感情を色や形，
絵等で表現することがで
きる。

自分の感情に気付き，感情を
色や形，絵や簡単な言葉等で
表現することができる。

自分の感情に気付き，表情や
態度及び言葉で表現すること
ができる。

自分が誰に（何に）対し
て，どのような感情（イ
ライラ・腹が立つ等）を
もっていたかに気付くこ
とができる。

感情をコントロールする方法
を知ることができる。

時と場に応じて自分
の感情をコントロー
ルすることができる。

自分の好きなことや得意
なことを楽しむことがで
きる。

家庭や社会に貢献することが
できる。

家庭や社会に貢献す
ることができる。

内容に即した評価項目

小（低学年） 小（中学年） 小（高学年） 中学校

自分の感情に気付き，本当は
どうしたかったのかに気付く
ことができる。

自分の好きなことや得意なこ
とを楽しむことができる。

中学校区に属する幾つかの小学校間で児童の個人的能力や社会的能力の育
成度に差があったのでは，中学校入学後の指導の積み上げが図りにくく，９
年間の系統性に欠けてしまう訳です。そこで，目指す子ども像や培いたい力
について何度も話し合いを重ねました。

９年間でどんな子どもを育てていくかしっか
り話し合い，共通の目標を持ちましょう。

●幼稚園も巻き込む

将来的には幼稚園も含
めた12年間を見通して，
どのような子どもたちの
育成を目指していくのか
しっかり話し合っていく
ことが大切だと思うわ。

１ ピアサポートで培いたい能力と発達段階に即した評価項目

●９年間を見通して

今，自分が担当してい
る学年でのことだけを見
ていくのではなく，９年
間を見通して，今のこの
子たちにどんな力をどこ
まで育てていけば良いの
か，そこまでしっかり考
えていかなければならな
いんですね。
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⑤
問
題
解
決
能
力

・困っている友達を見ると，「どうしたの？」と声をかけることができる

・何に困っているかを尋ね，解決する方法を一緒に考えることができる

・周りの人の立場を考えて解決に導くことができる
（シ）

葛藤場面を解決する力

・自分の気持ちを素直に表すことができる

・相手の気持ちを大事にしながら自分の考えや意見を伝えることができる

（サ）

主張する力

・断る時には「ごめんね」等の謝る言葉を言ってから断ることができる

・断る理由を述べることができる

・はっきり断りを表明することができる

・代わりの意見を言うことができる

（コ）

断る力

・困った時に友達や先生に支援を求めることができる

・頼み事の理由を言うことができる。

・相手にどうしてほしいかをはっきりさせて頼むことができる

・相手の都合を考えてから頼むことができる

・頼み事を聞き入れてもらった時の自分の気持ちを伝えることができる

（ケ）

頼む力

能力の具体化培いたい能力

・集団の中でルールを守ることができる

・クラスの当番活動や係活動の役割を果たすことができる

・自分の役割を理解し，きちんと果たすことができる

・引き受けたら最後までやり遂げることができる

・自分は何ができるかを考えて行動することができる

（ク）

責任を果たす力

・友達を遊びに誘ったり，自分から「入れてよ」と言って，遊びのグループに入

ったりすることができる

・新しい仲間を受け入れることができたり，仲良くなった人と関係を維持したりす

ることができる

・クラスの友達と力を合わせて物事をやり遂げることができる

・友達が何かやり遂げた時，一緒に喜ぶことができる

・友達の悩みや頼みごとを親身になって考えることができる

（キ）

社会に適応する力

・質問をして，友達の好きなものや興味があることを知ることができる

・友達の良いところやがんばっていること等を知ることができる

・友達の表情や様子から，友達の気持ちを考えることができる

・友達の気持ちを理解することができる

（カ）

他者を理解する力

・その場にふさわしいあいさつや自己紹介をすることができる

・相手の話を最後まで聴くことができる

・相手の顔を見ながら話をすることができる

・相手の話を相づち（「うん，うん」「ふーん」等）を打ちながら聴くことができ

る

・自分が思ったことや感じたことを相手に話すことができる

・相手の話を理解しようとしながら聴くことができる

（オ）

聴く・話す力

④
対
人
関
係
形
成
能
力２

社

会

的

能

力

１ ピアサポートで培いたい能力と発達段階に即した評価項目
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何に困っているかを明
確にし，それぞれの立
場を考えながら，解決
する方法を一緒に考え
ることができる。

何に困っているかを明確に
し，解決する方法を一緒に
考えることができる。

何に困っているかを尋ね，
解決する方法を一緒に考え
ることができる。

困っている友達を見ると，
「どうしたの？」と声をか
けることができる。

相手の意見や気持ちも
大事にしながら自分の
考えや意見を分かりや
すく伝えることができ
る。

相手の意見や気持ちを大事
にしながら自分の考えや意
見を伝えることができる。

自分の考えや意見をはっき
り伝えることができる。

自分の気持ちを素直に表す
ことができる。

断る時に謝り，断る理
由を述べ，断りを表明
することができるとと
もに，代わりの意見を
言うことができる。

断る時に謝り，断る理由を
述べ，断りを表明すること
ができる。

断る時に「ごめんね」等の
言葉を言って謝り，断る理
由を述べることができる。

断る時には「ごめんね」等
の謝る言葉を言ってから断
ることができる。

頼み事の理由と，相手
にどうしてほしいかを
述べ，聞き入れても
らった時の自分の気持
ちを伝えることができ
る。

相手の都合を考えてから頼
み事の理由と，相手にどう
してほしいかをはっきりさ
せて頼むことができる。

頼み事の理由を言うことが
できるとともに，相手にど
うしてほしいかをはっきり
させて頼むことができる。

困った時に友達や先生に支
援を求めることができる。

学校生活をより良くし
ていくために，ルール
を考えたり，作ったり
することができるとと
もに，自分の役割を最
後までやり遂げること
ができる。

学校やクラスをより良くし
ていくために，自分に何が
できるかを考えて行動する
ことができる。

学校やクラスのルールを理
解し守ろうとすることがで
きるとともに，クラスの当
番活動や係活動の役割を協
力して果たすことができる。

学校やクラスのルールを理
解し守ろうとすることがで
きるとともに，クラスの当
番活動や係活動の役割を果
たすことができる。

クラスや学年で何かに
取り組む時に声をかけ
合いながら取り組むこ
とができる。また，友
達の悩みや頼みごとを
親身になって考えるこ
とができる。

クラスで何かに取り組む時
に声をかけ合いながら取り
組むことができる。また，
友達が何かやり遂げたとき，
一緒に喜ぶことができる。

新しい仲間を受け入れるこ
とができたり，仲良くなっ
た人と，関係を維持したり
することができる。

友達を遊びに誘ったり，自
分から「入れてよ」と言っ
て，遊びのグループに入っ
たりすることができる。

友達の表情や様子から，
友達の気持ちを理解す
ることができる。また，
相手の様子にあった思
いやりのある言葉かけ
や接し方ができる。

友達の表情や様子から，友
達の気持ちを考えることが
できる。また，相手につい
て分からないことやもっと
知りたいことについて尋ね
ることができる。

友達とのかかわりの中で，
今まで気付かなかった友達
の良さに気付くことができ
る。

友達の好きなことやしたい
ことを聞くことができる。
また，友達について知って
いることを話すことができ
る。

中学校小（高学年）小（中学年）小（低学年）

相手の気持ちを大事に
しながらも，自分の考
えや気持ちを率直に話
すことができる。また
相手が一番言いたいこ
とは何なのかを考えな
がら相手の話を聴くこ
とができる。

相手の立場に立って，聴い
たり話したりすることがで
きる。

状況に応じたあいさつがで
きる。また相手の話を最後
まで聞くことができるとと
もに相づちを打ちながら聞
くことができる。

基本的なあいさつや自己紹
介ができ，相手の顔を見な
がら話したり聞いたりする
ことができる。

内容に即した評価項目

１ ピアサポートで培いたい能力と発達段階に即した評価項目

岡山県総合教育センター研究紀要第１号「いじめや不登校を未然に防ぐためのピアサポートの導入」（岡山県総合教育センター，2008）

改変
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２ ９年間を見通したピアサポート・プログラム

異校種・異学年交流が可能で，児童生徒

が主体的に取り組めるものがいいと思うんだけど。
それに異校種・異学年での交流の方が，児童生

徒が本来持っている援助的性向をより生かせるし，
異校種・異学年の教師からの支援やアドバイスを
得ることで，より被援助者に応じた援助が期待で
きると思うんだ。

異校種・異学年交流が可能で，児童生徒

が主体的に取り組めるものがいいと思うんだけど。
それに異校種・異学年での交流の方が，児童生

徒が本来持っている援助的性向をより生かせるし，
異校種・異学年の教師からの支援やアドバイスを
得ることで，より被援助者に応じた援助が期待で
きると思うんだ。

サポート活動をする上で身に付けておいた方がよい能力を
育てていく必要があるわね。「トレーニング」の時間がそれ
に当たる訳ですよね。トレーニングは各教科，学級活動など
の時間の中でそれぞれのねらいに応じて実施すればいいので，
特別な時間を作る必要はないんです。教育課程の枠組みの中
で展開していけばいいんです。

サポート活動をする上で身に付けておいた方がよい能力を
育てていく必要があるわね。「トレーニング」の時間がそれ
に当たる訳ですよね。トレーニングは各教科，学級活動など
の時間の中でそれぞれのねらいに応じて実施すればいいので，
特別な時間を作る必要はないんです。教育課程の枠組みの中
で展開していけばいいんです。

現在既に行ってい
る児童生徒会活動の
行事や生活科，総合
的な学習の時間の中

小学校では，今までにも縦割り
班による異学年交流や１年生を迎
える会など，児童会主催の様々な
行事及び運動会などで，高学年が
低・中学年の世話をする活動を取
り入れていたよね。

小学校では，今までにも縦割り
班による異学年交流や１年生を迎
える会など，児童会主催の様々な
行事及び運動会などで，高学年が
低・中学年の世話をする活動を取
り入れていたよね。

●異校種・異学年交流

●小学校では ●中学校では

●トレーニングは教科や学活で

２ ９年間を見通したピアサポート・プログラム

●児童生徒会活動・生活科・
総合的な学習の時間

で取り組む「他者との交流活
動」や「体験活動」をサポー
ト活動にしたらどう？

中学校においても生徒会が中心となって
実施している行事や職場体験，地域の方が
ボランティアとして入るゲストティー
チャーとの交流活動をしていると思うの。
そうした既存の活動を，サポート活動の場
としながら進めていくとどう
かしら。

みんなが自由に
意見を交換できるこ
とが大切なんだよ。

現在行っている
活動を洗い出し
てみよう
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児童に喜んで
もらえたり頼りに
されたりすること
でよりいっそう自
分に自信が持て
ると思うんだ。

そうよね。このごろの子どもたちって，他者か
ら自分がどのように見られているかで自己理解を
深めていったりするから，プラスのフィードバッ
クがあると，自分のしていることが誰かの役に
立っていると感じられたり，自分は必要とされて
いるって感じられるんじゃないかしら。

そういう場を意図的にでも設定してあげ
たいわね。そのためにも，小学校の先生と
しっかり話し合う必要があると思うの。

小学校の児童も，中学校
への進学が近付くと，どんな
先輩がいるのかな，先輩は優しいか
なって不安になるものなんですよ。

小学校在学中に，中学の
先輩と良い関係ができてい
ると，中１ギャップの解消
に，いくらか効果があるん
じゃないかしら。

例えば秋の陸上練習に，陸上部の生
徒がサポートに入ってくれたり，音楽
会に向けての練習の時に，吹奏楽部の
生徒がアドバイスをしてくれたりする
ことで，自分もあんなふうになりたい

●幼児も安心して小学校へ

幼児が小学校に入学する時も同じね。小学校に
兄弟姉妹がいる子はまだいいんだけれど，兄弟姉
妹のいない幼児は小学校に入学することに不安を
感じていると思うの。でも，小学校に行ったら
知っているお兄ちゃんやお姉ちゃんがいるという
のは，安心につながると思うのね。小学校に入学
しても，なかなか学校になじめず学校不適応を呈
する児童もいますものね。

地域や各学校園の実態に合わせてプログラム

を組むといいですね。

連携のメリット
について話し合
おう

２ ９年間を見通したピアサポート・プログラム

部活動で取り組んでいること
を，小学校の児童たちに伝えら
れないかなあ。自分の得意な分
野なら，自信を持ってアドバイ
スできるしね。

●小学生の不安がなくなる

●中学生の自己有用感が高まる●中学生が自信を持てる

●あこがれの先輩のいる中学校へ

このような話し合いの中か
ら，９年間を見通したプログ
ラムを作成した訳です。
（p.20参照）これはあくまで
もモデルなので，地域や各学
校の実態に合わせてプログラ
ムを組んでいくことが大切で
はないでしょうか。

という，先輩へのあこがれを抱け
るんじゃないかな。中学校に入学
するの が楽しみになるといいで
すね。
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ア 成長じゃんけん（自己を理解する力・他者を理解する力）
イ 自分の考えを伝えよう（社会に適応する力）
ウ 上手な聴き方（聴く・話す力）
エ あたたかい言葉かけ（社会に適応する力）

ア 自分の考えを伝えよう（自己を理解する力・
主張する力）

イ やさしい言葉かけ（社会に適応する力）
ウ 話し合い名人（聴く・話す力）
エ 友達のよいところを見つけよう（他者を

理解する力）

ア 心の中の５人家族（自己を理解する力）
イ 心の文字（社会に適応する力）
ウ プラスのストロークを贈ろう

（社会に適応する力）
エ 10年後の私（創造する力）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

小
学
校

サポート活動

トレーニング

第
１
学
年

第
２
学
年

サポート活動

サポート活動

サポート活動

サポート活動

サポート活動

トレーニング

トレーニング

トレーニング

トレーニング

トレーニング

第
３
学
年

第
４
学
年

第
５
学
年

第
６
学
年

学
年

◆あきとあそぼう

◆２年生まつりをせいこうさせよう

◆ふれあいフェスティバルを成功させよう ◆力を合わせよう お年寄りとの交流

◆住みよい町づくり＆○○焼 ◆協力してやりとげよう 学習発表会

◆幼児と仲良くなろう① ◆幼児と仲良くなろう② ◆小学校のくらしを紹介しよう

◆感謝の気持ちを伝えよう

ア 自己紹介をしよう（聴く・話す力）
イ 上手な聴き方（聴く・話す力）
ウ 質問しよう（他者を理解する力）
エ 仲間の誘い方（社会に適応する力）

ア 上手な聴き方（聴く・話す力）
イ 質問しよう（他者を理解する力）
ウ 自分の考えを伝えよう（自己を理解

する力・主張する力）

ア 自己紹介（聴く・話す力）
イ 上手な聴き方（聴く・話す力）
ウ 質問しよう（他者を理解する力）

ア やさしい言葉かけ（社会に適応する力）
イ 聴き方上手（聴く・話す力）
ウ カードトーキング（自己を理解する力）
エ 話し合い名人（聴く・話す力）

ア 上手な話し方１（聴く・話す力）
イ 上手な聴き方１（聴く・話す力）
ウ 気持ちを分かって働きかける

（社会に適応する力）

は異校種でのサポート活動 は校内での異学年によるサポート活動

◆協力して縦割り班活動を成功させよう

ア 上手な聴き方（聴く・話す力）
イ あたたかい言葉かけ（社会に適応する力）
ウ 気持ちを分かって働きかける（社会に適応する力）

ア 上手な聴き方２（聴く・話す力）
イ 上手な話し方２（聴く・話す力）
ウ あたたかい言葉かけ（社会に適応

する力）

ア 上手な聴き方３（聴く・話す力）
イ 上手な話し方３（聴く・話す力）
ウ トラブルの解決策を見つける

（葛藤場面を解決する力）

児
童
会

サポート活動

トレーニング

ア 上手な話し方（聴く・話す力）
イ 上手な聴き方（聴く・話す力）
ウ あたたかい言葉かけ（社会に適応する力）

◆みんなに伝えよう 世界の中の○○っ子

時期

保幼小中の連携を作りだすために，年間指導計画を互いに交換し，
どの活動を取り上げるか話し合ってみましょう。

何か特別なことをするというのではなく，今まで大事にしてきた活
動を上手に生かしていけば無理がないですよね。

■９年間を見通したピアサポート・プログラムモデル
２ ９年間を見通したピアサポート・プログラム

◆虫歯菌を
やっつけよう
（保健委員会）

◆絵本大好き
（図書委員会）

◆みんなで
盛り上げよう運動会
（代表委員会）

◆残さず食べよう
（給食委員会）
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

中
学
校

サポート活動

トレーニング

第
１
学
年

第
２
学
年

サポート活動

サポート活動

サポート活動

サポート活動

トレーニング

トレーニング

トレーニング

トレーニング

第
３
学
年

生
徒
会

部
活
動

学
年

◆陸上サポート

◆紙上相談◆出前授業
人権劇

◆委員会の交流
ストップたばこ

◆協力してやりとげよう
校外学習

◆協力してやりとげよう
体育祭・文化祭

（全校縦割）

◆協力してやりとげよう
職場体験

◆協力してやりとげよう
修学旅行

◆協力してやりとげよう
総合的な学習（学年）

◆仲良し遠足 ◆協力してやりとげよう
総合的な学習（学年）

◆協力してやりとげよう
総合的な学習（学年）

◆クリーン作戦

時期

ア 上手な話し方

（聴く・話す力）

・気持ちを伝える話

し方

ア 上手な聴き方（聴く・話す力）

イ アドバイスをする

・不安や疑問に答える

・小学生に分かりやすく書く

ア 上手な質問の仕方（他者を理解する力）

イ 上手な指示の仕方（聴く・話す力）

ウ 上手なアドバイスの仕方（聴く・話す力）

ピアサポート・プログラムの分類例

仲間づくり
仲間づくり

お兄さん
お姉さん

お兄さん
お姉さん

グループ
リーダー

グループ
リーダー

指導・助言
指導・助言

学習支援
学習支援

相談活動
相談活動

誰もが学校や学級に居場所が保障されるような働きかけ
誰もが学校や学級に居場所が保障されるような働きかけ

新入生の学校案内や，異年齢交流など下級生のサポート
新入生の学校案内や，異年齢交流など下級生のサポート

学校・学級・部活動などの仲間を大切にしたグループの運営
学校・学級・部活動などの仲間を大切にしたグループの運営

学校生活・進路・禁煙・薬物乱用防止などのガイダンス
学校生活・進路・禁煙・薬物乱用防止などのガイダンス

仲間同士での教え合い，学び合い
仲間同士での教え合い，学び合い

スーパーバイザーのもと，問題を抱える仲間へのサポート
スーパーバイザーのもと，問題を抱える仲間へのサポート

ア 上手な声のかけ方
（聴く・話す力）

イ 気持ちを分かって働きかける
（社会に適応する力）

ウ あたたかい言葉かけ
（社会に適応する力）

ア 上手な話し方

（聴く・話す力）

・気持ちを伝える話し方

ア 自己紹介をしよう（聴く・話す力）

イ 上手な声のかけ方・聴き方 （聴く・話す力）

◆部活動紹介
学校紹介

ア 上手な話し方（聴く・話す力）

イ 小学生の不安や疑問に親身に答

える（社会に適応する力）

２ ９年間を見通したピアサポート・プログラム

「すぐ始められるピアサポート・指導案＆シート集（森川，菱田，2002）改変

岡山県総合教育センター研究紀要第１号「いじめや不登校を未然に防ぐため
のピアサポートの導入」（岡山県総合教育センター，2008）改変



22

「ふれあいフェスティバルを成功させよう」

（小学校第３学年）

仲間づくり仲間づくり 【トレーニング風景】

お兄さん
お姉さん

お兄さん
お姉さん

「幼児と仲良くなろう」

（小学校第５学年）

「みんなで伝えよう世界の中の○○っ子」

（小学校第６学年）

【サポート活動風景】

「職場体験：保育園」
（中学校第２学年）

「自分の気持ちを表現してみよう」
（小学校第４学年）

「友達にインタビューしてみよう」

（小学校第５学年）

「仲良しピクニック」

（小学校第５学年）

「一緒に水遊び」

（小学校第５学年）

「スポーツ修行にチャレンジだ」
（小学校第５学年）

２ ９年間を見通したピアサポート・プログラム
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グループリーダーグループリーダー 【サポート活動風景】

「縦割り班活動」

（小学校第６学年）

学習支援学習支援 【サポート活動風景】

「学習サポート」
（中学校第２学年）

「陸上サポート」
（中学校陸上部）

「クリーン作戦」

（中学校生徒会）

指導・助言指導・助言 【サポート活動風景】

「読み聞かせ」

（小学校図書委員会）

「出前授業：人権劇」

（中学校人権委員会）

「学校紹介」

（中学校生徒会）

「花植え集会」

（小学校第６学年）

「出前授業：合唱」
（中学校第３学年）

パート紹
介に続いて
質問大会

楽しい交
流会も自分
たちで企画

２ ９年間を見通したピアサポート・プログラム
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教職員の核づくりつつつ ななな ががが

３ 実践事例

３ 実践事例－実践Ⅰ 教職員の核づくり

ⅠⅠⅠ

●事例① 中学校区の研修会や各種部会の活用

中学校区で連携したいのですが，どうやってきっかけをつくったらいい

のでしょう。中学校区の教職員が出会う様々な機会を活用して，まずは教
職員同士が仲良くなる，子どもたちに身に付けさせたい力について話し合
う，ピアサポートで活用できるワークを紹介するなど，連携の窓口となる
教職員の核づくりに取り組んだ事例を紹介します。

中学校区単位で開催される，人権教育研修会，生徒指導担当者会，教育相談部会などで構
成的グループ・エンカウンターを体験してもらいました。この手法は児童生徒の仲間づくり
を促進したり，自己理解，他者理解を深めたりするだけではなく，教師同士の仲間づくりに
も十分有効です。

るるる

うんうん
なになに？

私にとっての
マイブームは…

●体験する際に

この部屋の中で語られたことは，今日が終
わって外では話さない，追及しないでくださ
い。できるだけ自分を開いてみましょう。
「私は････と感じた」と今この場で感じてい
ること，思っていることを話してみましょう。
できるだけ他人の感じに触れてみましょう。
うなずいたり，拍手したりしてもいい。最後
まで口をはさまずしっかり受け止めてみま
しょう。話さない自由もあります。無理をし
過ぎないでください。今私が言ったことは，
学級で実施する時にも伝えてくださいね。

●振り返りでは

自分のことに少し触れてみましょう。
自分のことを表現してみましょう。
他者からの表現を聴いて，仲間のこと
に少し触れてみましょう。
無理しなくていいですよ。
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●事例② 気軽に授業を参観し合う

●事例③ 校長会や教務主任の連絡会で話題に

中学校区の養護部会で子ど

もたちに身に付けさせたい力
について話し合う機会を提案
してみました。それぞれの学
校の実態について，共通のも
のさしで協議することができ，
さっそく各学校に持ち帰り，
校内でも話題にしてみようと
いうことになりました。
（「ピアサポートで培いたい
能力と発達段階に即した評価
項目」を活用して）

・将来の夢について話をすることができる

・自分の好きなことや得意なことを楽しむこと

ができる

・家庭や社会に貢献することができる

（エ）

創造する力

③
キ
ャ
リ
ア

開
発
能
力

・自分が誰に（何に）対して，どのような感情
（イライラ・腹が立つ）を持っていたかに気付

くことができる

・本当は自分がどうしたかったのかに気付くこ

とができる

・感情をコントロールする方法を知ることがで

きる

・自分の感情をコントロールすることができる

（ウ）

怒り等の感情
をコントロー
ルする力

・様々な感情があることに気付くことができる

・自分の感情を言葉等で表現することができる

（イ）

感情を認知し
表現する力

②

セ

ル

フ
・

コ

ン

ト

ロ

｜

ル

・自分を知ることができる

・他者とのかかわりの中で，自分の良さに気付

くことができる

・自分を肯定的に受け止めることができる

（ア）

自己を理解し，
肯定的に受け

止める力

①

自

己

認

識

１

個

人

的

能

力

能力の具体化培いたい能力

中学校区の小学校と中学校は自由に授業参

観ができるようになっています。できるだけ
時間を作って，お互いに出向いています。

小学校でうまくいっている手立てや，中学
校で必要になる力など，授業を見せてもらう
ことで理解し合うことができ，小中連携もス
ムーズに出来るようになりました。

小中連携も学校ぐるみだとスムーズです。校長会で話題にしてもらった
り，教務主任の連絡会で，小中で交流できる学校行事はないか検討しても
らったりしました。

いろいろな場所で話題にしてもらうことで，次第に仲間が増え
ていきます。案外，それはいいねと興味を持ってもらえました。

３ 実践事例－実践Ⅰ 教職員の核づくり
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ピアサポートの考え方やトレーニングについては，事前に教師が研修をして

おくといいですね。
★岡山県総合教育センターの『生徒指導・教育相談研修講座（発展コース）』
『サポートキャラバン事業』など活用してみませんか。

第１回
１ 自己紹介「私はだれでしょう」
２ ピアサポートとは（講義）
３ ピアサポートの取り組み

（他校のビデオ視聴）
４ 安心感のある場づくり

（ピアグループの人間関係づくり）

第2回

１ 場面を設定して導入部分を
体験してみよう

２ トレーニングの実際
・「今の自分の心を理解しよう」
・「自分の感覚を磨こう」
・「上手な聴き方」

３ プログラム導入のための企画書づくり
４ 午後の振り返り

第３回
１ アイスブレーキングと２回目の振り返り
２ トレーニングの実際

・「上手な誘い方」
・「上手な話し方」
・「気持ちと内容に傾聴する

コミュニケーションの仕方」
・「けんかの仲裁」

３ プログラム導入のための企画書づくり
４ 午後の振り返り

第4回
１ アイスブレーキングと３回目の振り返り
２ トレーニングの実際

・「ストレスとの上手な付き合い方」
３ プログラム導入のための企画書づくり
４ 自分のプランを互いに紹介
５ ４日間の振り返り

（場面設定）
あなたは今年度，保健委員会の担当となり，今

まで取り組んでみたかったピアサポートを導入し
ようと考えています。今日は保健委員会の初日で
す。さて，どんなふうに児童生徒にこのピアサ
ポートの取り組みについて話をしますか？

H20年度の生徒指導･教育相談
研修講座（発展コース）「ピアサ
ポート」グループの研修内容です。
受講者が学校で実践できるように
自校に合った企画書を作成すると
ころまでを目指しています。

＊サポートキャラバン事業については

http://www. edu-ctr.pref.okayama.jp/gakkoushien/kyaraban/index.htm

◆ピアサポートってなんだろう

ピア：仲間・友達 サポート：支える・助ける

○自分たちは周りの人にサポートされて生きてきている。

○サポートというのは，特別なことではない。

保健委員会でピアサポートに取り組んで，この学校
をもっともっと素敵な学校にしてみませんか？

◆ピアサポーターとしてどんなことがしたい？

ぽつんといる人へ声をかける

いじめ・たばこの劇

車いすの人の介助

調子の悪い人の付き添
い・声をかける

ポスト：悩み相談
リラックスさせてあげる

トレーニングの計画

①人間関係づくり（２日目）

②聴き方（２日目）

④分かりやすい話し方
（３日目）

③上手な誘い方（３日目）

⑤気持ちと内容に傾聴する
コミュニケーションの仕方
（３日目）

⑦自分自身の心と体が健康
であること（ストレスの解
消の仕方）（４日目）

⑥けんかの仲裁（３日目）

３ 実践事例－実践Ⅰ 教職員の核づくり

取り組んでみたいこと
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－幼小連携－

単元名「来年まってるからね」巻巻巻 ききき 込込込 むむむ

学習目標

○おかれた状況や関係にふさわしく思慮・判断し，それに見合うように自分の感情や
行動をコントロールしようとすることができる。
○幼児や友達の思いを感じながらかかわりを持とうとすることができる。
○人とかかわることの喜びを知り，積極的に人とかかわろうとすることができる。
○自分たちの取り組みを振り返り課題を見付け，次の活動に生かすことができる。

実践の背景

新１年生が小学校生活になかなかなじめず不適応状態を起こしているという問題が
生じてきている。そこで，来年入学して来る１年生が安心して小学校生活をスタート
できるようにするために，次年度最高学年となる５年生を対象に，特別活動や総合的
な学習の時間の中で幼児との交流体験を実施することにした。

授業のポイント

動機付け

・ロールプレイングの手法を活用し，良いモデルとそうでないモデルを提示し，大切
にしたいポイントを考える場面を設ける。
・授業の中で扱う具体的な場面は，幼児との交流で想定される場面をあらかじめ用意
し，自分たちの活動と結び付けるように工夫する。

トレーニング

・ペアの幼児を思い浮かべながら，自分はどんなことを目指してサポート活動をした
いと思っているのかを明確にし，具体的な計画を立てる。

個人プランニング

・個人プランニングを念頭に入れながら，単なる活動だけに終わらないようにする。
そのためにも，サポート活動後の振り返りと教師からの評価を大事にする。

サポート活動

・来年入学して来る１年生が安心して過ごせるために，自分たちができることを発表
し合うことで，来年最高学年としての自覚を促す。

【総合的な学習の時間の目標】

横断的，総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課
題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，より
よく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び
方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主
体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生き
方を考えることができるようにする。

【特別活動の目標】

望ましい集団活動を通して，心身の調和のとれた発達
と個性の伸長を図り，集団の一員としてよりよい生活や
人間関係を築こうとする自主的，実践的な態度を育てる
とともに，自己の生き方について考えを深め，自己を生
かす能力を養う。

ⅡⅡⅡ

３ 実践事例－実践Ⅱ 「来年まってるからね」
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本単元「来年まってるからね」
ピアサポート・プログラム

⑨トラブルの解決

策を見付ける

⑧上手な話し方２

例：個人のめあて

「幼児同士がけんか
になった時には，そ
れぞれの思いを聴き，
一緒に解決策を考え
る」

⑦上手な聴き方３小
学
校
の
く
ら
し
を
紹
介
し
よ
う

⑥あたたかい言葉

かけ

⑤上手な話し方１

・絵本の読み聞かせに行こう

・手作りおもちゃで遊ぼう

例：個人のめあて

「相手によく分かる
ように大きな声で，
ゆっくり読む」

④上手な聴き方２

幼
児
と
仲
良
く
な
ろ
う
②

③気持ちを分かっ

て働きかける

②上手な聴き方１

・ふれあいフェスティバルに招待しよ
う

・小学校のプールに招待しよう

例：個人のめあて

「大きなプールに入
るのは初めてだから，
不安な気持ちや恐い
気持ちを理解して声
をかける」

①上手な声のかけ方

幼
児
と
仲
良
く
な
ろ
う
①

サポート活動

(総合的な学習の時間）

個人プランニング

（総合的な学習の
時間）

トレーニング

（学級活動）

・学校探検をしよう

実践Ⅱ 「来年まってるからね」３ 実践事例－

来年入学して来る１年生が，早く学校生活に慣れるために，新６年生になるみんな

ができることはないだろうか。

動
機
付
け



29

単元構想表

「来年まってるからね」

総合的な学習の時間総合的な学習の時間 学級活動学級活動

ふれあいフェスティバ
ルの遊びを幼児も楽し
めるようにアレンジし
よう

来年1年生になる幼児た
ちと仲良しになろう

グループを決めよう

幼児に会いに行こう

・幼児の発達特性につ
いて，幼稚園の教職員
に話をしてもらう機会
を設定する。そのため
の話し合いの時間と授
業の流れについての打
ち合せをしておく。

・幼小のペアの組み方
について事前に打ち合
せをしておく。

個人プランニング①

個人プランニング②
【p.41参照】

幼小教職員の連携

フォーローアップ
【p.37参照】

サポート活動①
ふれあいフェスティバル

サポート活動②
小学校のプールに招待
しよう 【p.43参照】

動機付け
「来年度の１年生が早く
学校生活に慣れるために，
自分たちに何ができるか
を考えよう」
今後どのような交流をし
ていくか話し合う。
【p.30参照】

動機付け
「来年度の１年生が早く
学校生活に慣れるために，
自分たちに何ができるか
を考えよう」
今後どのような交流をし
ていくか話し合う。
【p.30参照】

トレーニング①
「幼児たちと仲良くなるた
めに‐上手な声のかけ方を
マスターしよう‐」
【p.32参照】

トレーニング①
「幼児たちと仲良くなるた
めに‐上手な声のかけ方を
マスターしよう‐」
【p.32参照】

トレーニング②
「幼児たちと仲良くなるた
めに‐上手な聴き方をマス
ターしよう‐」 【p.34参
照】

トレーニング②
「幼児たちと仲良くなるた
めに‐上手な聴き方をマス
ターしよう‐」 【p.34参
照】

トレーニング③
「幼児たちと仲良くなるた
めに‐気持ちを分かって働
きかけるコツをマスターし

よう」 【p.39参照】

トレーニング③
「幼児たちと仲良くなるた
めに‐気持ちを分かって働
きかけるコツをマスターし

よう」 【p.39参照】

教育課程のどこに位置付

けるかは各校の実情に合わ
せて工夫しましょう

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

流
れ

幼
児
と
学
校
探

検
を
し
よ
う

幼
児
に
会
い

に
行
こ
う

小
学
校
の
プ
ー

ル
に
招
待
し
よ

うふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に

招
待
し
よ
う

絵
本
の
読
み
聞

か
せ
に
行
こ
う

幼
児
と
の
交
流

を
学
習
発
表
会

で
紹
介
し
よ
う

手
作
り
の
お
も

ち
ゃ
を
持
っ
て

交
流
に
行
こ
う

小学校のくらしを紹介しよう幼児と仲良くなろう②幼児と仲良くなろう①

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：単元構想３ 実践事例－

教科・道徳教科・道徳

道徳
「あいさつ」
（「最高にうれしい
おはよう」）

国語
「インタビュー名人
になろう」
目的や内容を明確に
して丁寧な言葉遣い
でインタビューをし，
話し手の答えを予想
しながら話の内容を
聞く。

体育
「水泳」
自分の課題に向かっ
て，練習方法を選び，
泳力を身に付ける。

・単元の流れについて
幼小で話し合っておく。

幼児はなかなか
自分の思いを言葉に
して伝えることがで
きないので，話を
ゆっくりと聞いてあ
げてほしいな。

・幼児の水に対する抵
抗について事前に情報
を得ておく。

・サポート活動後の幼
児や児童，教職員の感
想や思いをどう共有し
ていくかについて話し
合いをしておく。
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「幼児と仲良くなろう①」
動機付け 【学級活動】

来年度の１年生が早く学校生活になれるために，
自分たちに何ができるか考えよう

・勉強はむずかしいかな。

・お友達はできるかな。

・先生や他の学年のお兄さん

お姉さんはやさしいかな。

・給食は全部食べられるかな。

めあてめあて

５～６歳児の特徴５～６歳児の特徴

・入学前に，少しずつ顔見知りになって，入学
した時に幼児が安心できるようにする。

・この１年間で，幼児と仲良くなる。

・小学校の生活を知らせたり，一日体験を一緒
にしたりして，学校生活への不安を少しでも減
らす。

◆むずかしくても自分たちの満足のいくま
でやろうとする 。

◆自分でも大きな子のように振る舞おうと
努力するようになる 。

◆言葉が達者になり，口げんかが多くなる。

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：動機付け３ 実践事例－

学習活動 教師の支援と留意点

・入学したばかりの新１年生の気持ちに気
付かせるために，自分たちが入学した当時
の写真や映像を見る場を設定する。

①本時のめあてを知る

評価の観点

導

入

②５～６歳児の特徴を
知る

・５～６歳児の特徴に気付かせるために，
園の担任が幼児の発達の特徴を話すことで，
５～６歳児の特徴に気付くことができるよ
うにする。

・何ができるかを具体的に考えることが難
しい児童には，園の担任に質問をしたり助
言を得たりすることもできることを知らせ
る。

③来年度の１年生が早
く学校生活になれるた
めに，自分たちに何が
できるかを考える

・分からないことや
もっと知りたいことに
ついて質問することが
できているか
〔２‐④‐（カ）〕

展

開

●主な発問

●入学したばかりのころはどんな気持ち
だったでしょう。

●今日のめあては「来年度の１年生が早く
学校生活になれるために，自分たちに何が
できるか」について考えていこうと思いま
す。

５～６歳の
ころはね

・入学したばかりの新
１年生の気持ちを考え
ることができているか
〔２‐④‐（カ）〕

入学したばかりの1年生は
どんな気持ちだろう

自分たちに何ができるだろう
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みんなはこれまでも友達を助けた経験がたくさんあると思います。助けた後
の気持ちはどうでしたか。相手から感謝されると，とてもうれしい気持ちにな
りますが，いつもいつも感謝されるとは限りません。「余計なお世話」って感
じに思われたことはありませんか。「助けてあげたのに」ってあなたが腹が
立った経験はありませんか。また，「ありがとう」って感謝してくれるけど，
その後もあなたに助けを求めてきて重荷に感じたことがあるかもしれませんね。

援助するってことは，その人の役に立つことで，役に立つというのは，その
人が自分で問題を解決していく力を発揮しやすいようにすることです。あなた
たちが解決してしまうと，幼児の役には立たないし，本当の意味での問題の解
決にはならないということです。

今日は園の先生に
お話ししていただい
たので，幼児の立場
に立った具体的なお
話が聞けて良かった
わ。

授業のねらいや子どもたちの状態について，事前に細やかな情報交
換をしたり，それぞれの専門的な立場を生かし，授業の中でもゲスト
ティーチャーとして交流できたりするといいですね。

忙しいけれど，
毎週金曜日の放
課後に時間をつ
くって打ち合せ
したかいがあり
ましたね。

相手の立場に立っ
ての支援になってい
るかということを常
に振り返りながらサ
ポート活動ができる
ようになるといいで
すよね。

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：動機付け３ 実践事例－

⑤本時のまとめをする ・「援助する」ということについて，教師
の思いを語り，次時は，援助のためのト
レーニングをすることを知らせる。

ま
と
め

④自分の考えをまとめ，

グループで話し合った
ことを発表する

・事前にワークシートに自分の考えを整理
する時間を設けることで，安心してグルー
プで話し合うことができるようにする。

・相手の立場に立って
聞くことができている
か
〔２‐④‐（オ）〕

展

開

・各グループでの発表の後，「幼児の立場
に立った援助になっているか」という視点
で，自分たちの考えを練り直すよう助言を
する。また，その際，園の教職員から助言
を受けても良いことを伝えておく。

・相手の気持ちを大事
にしながら自分の考え
や意見を伝えることが
できているか
〔２‐⑤‐（サ）〕

・援助の必要な人の心に寄り添い，その人
が持っている問題解決能力を引き出すよう
にサポートしていくことを「ピアサポー
ト」ということを知らせる。
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「幼児と仲良くなろう①」
トレーニング① 上手な声のかけ方 【学級活動】

めあて

ポイントポイント

幼児と仲良くなるために‐上手な声のかけ方をマスターしよう‐

〔場面１〕ふれあいフェスティバル
で，Ａ子さん（幼児）がひとりぼっ
ちで床に座り込んでいます。今にも
泣きそうな表情です。さて，あなた
ならこんな時どんなふうに声をかけ
ますか？

①相手の様子をよく知る
②相手と視線の高さを合わせ，きちんと見る
③相手に聞こえる声で言う
④笑顔で言う

①相手の様子をよく知る
②相手と視線の高さを合わせ，きちんと見る
③相手に聞こえる声で言う
④笑顔で言う

●主な発問

学習活動 教師の支援と留意点

・本時では幼児とふれあいフェスティバ
ルで一緒に過ごす際の，上手な声のかけ
方について学習することを知らせる。

①本時のめあてを知る

評価の観点

導

入

③二つの声のかけ方の
モデルを見て上手な声
のかけ方のポイントを
考え，発表する

②提示された場面絵
（写真）から，幼児が
どのような気持ちなの
かを考える

・幼児の表情や様子が伝わる具体的な場
面や写真を提示することで，その時の気
持ちを考えることができるようにする。

●まず，一つ目のやり方です。（Ａ子役
の児童が床に座り込みうつむくまねをす
る）（教師は立ったまま上から見下ろす
ような感じで「どうしたの？ こんなと
ころで座ってちゃあだめだよ」と大きな
声で言いながら立たせようとする。）

・具体的なポイントを見付けることがで
きるようにするために，二つの声のかけ
方のモデルを示し，比較する場を設ける。

展

開

●Ａ子さんはどんな気持ちでしょう。ど
んな様子からそのような気持ちが伝わっ
てきましたか。

・幼児の表情や様子か
ら幼児の気持ちを考え
ることができているか
〔２‐④‐（カ）〕

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：トレーニング①３ 実践事例－

〔場面２〕ふれあいフェス
ティバルで，時間がなくて，
行きたかったパビリオンに行
けなくて泣きべそをかいてい
るＣ男君（幼児）がいます。
さて，あなたならそんな時ど
んなふうに声をかけますか？

こんな時どうする？

新しい場面で練習してみよう

◆Ａ子さんはどんな気持ちなのだろう
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ソーシャルスキル教育の手法を,

事前に研修しておくと安心ですね。

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：トレーニング①３ 実践事例－

●次に，二つ目のやり方です。（Ａ子役の
児童が床に座り込むまねをする。）（教師
はＡ子役の児童のそばに近付き，腰を降ろ
して視線を合わせ，「どうしたのかな？大
丈夫？」と背中にそっと手を当て，相手に
届くようなやさしい声で声をかける。）

●みんなは，二つのやり方を見てどんな感
じがしましたか？

●幼児に声をかける時には，どちらのやり
方がいいですか？

・幼児に声をかける時にどんなことに気を
付けたらよいか，グループで話し合う場を
設ける。

●みんなの意見をまとめてみると，不安を
感じているような小さな子に声をかける時
には，次の四つのことが大切なんですね。

展

開

④声のかけ方の練習を
する

⑤本時の活動を振り返る

・相手の気持ちを大事
にしながら自分の考え
や意見を伝えることが
できているか
〔２‐⑤‐（サ）〕

ま
と
め

●まず，３人グループを作ります（A：幼
児役，Ｂ：児童役，Ｃ：観察役）。そして，
グループの中で，役割を交代しながらやっ
てみましょう。

・場面２を用意し，繰り返し練習をする時
間を設けることで，四つのポイントをより
意識することができるようにする。

●次に言われた相手がどのような「感じ」
を持ったか，グループ内で話し合いましょ
う。

・上手な声のかけ方をすることで，幼児の
不安を取り除いたり，あたたかい関係が促
進できたりすることを伝える。

・ポイントを見付け発
表することができてい
るか
〔2‐⑤‐（サ）〕

①相手の様子をよく知る
②相手と視線の高さを合わせ，きちんと見る
③相手に聞こえる声で言う
④笑顔で言う

予想される場面を
実際にロールプレイ
ングすることで，実
感が湧き，相手の立
場に立ったかかわり
方を考えることがで
きたわね。

どういうこと
に気を付けたら
よいのか，ポイ
ントをみんなで
考えていくこと
が大切だね。

ソーシャルスキル教
育については，たくさ
ん書籍も出てるけれど，
あらかじめ幼小合同で
研修していたので落ち
着いて進めることがで
きたわね。

１回目

２回目

３回目

幼児 第５学年 観察者

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ
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「幼児と仲良くなろう①」
トレーニング② 上手な聴き方 【学級活動】

めあてめあて 幼児と仲良くなるために‐上手な聴き方をマスターしよう‐

・知らない人ばか
りなので寂しいよ

・これからどんな
ことをするの？

〔場面１〕ふれあいフェスティバル
で，幼児を案内することになりまし
た。しかしペアのＢ男君（幼児）が
突然「家に帰りたい」と泣き出して
しまいました。さてあなただったら，
こんな時どんなふうに話を聴きます
か？

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：トレーニング②３ 実践事例－

ポイントポイント

①体を向ける
②話す人を見る
③相づちを打つ
④最後まで話を聴く
⑤分からないことは質問する
⑥本人の気持ちを聴く

学習活動 教師の支援と留意点

・前時を振り返り，本時では来年度，新1年
生になる幼児と仲良くなるために，上手な
聴き方のポイントを学習することを知らせ
る。

学習活動 教師の支援と留意点 評価の観点

導

入

③三つの聴き方のモデ
ルを見て上手に聴くポ
イントを考え，発表す
る

②話をしっかり聴いて
もらった時の気持ちを
考える

・三つの聴き方のモデルを示し，比較する
ことで，より具体的なポイントを見付ける
ことができるようにする。

展

開

●人に話を聴いてもらった時，どんな気持
ちになったかな。

●相手が気持ちよく話せる上手な聴き方を
考えてみましょう。

●これから先生が三つの聴き方をやってみ
ます。だれか先生にお話をしてくれる人は
いませんか。

●では，先生に，「昨日家に帰ってからの
こと」を話してください。

●主な発問

・自分の感情に気付き
簡単な言葉で表現する
ことができているか
〔１‐①‐（イ）〕

①本時のめあてを知る

・自分の体験を振り返ることで，しっかり
話を聴いてもらった時の気持ちを思い起こ
すことができるようにする。

・友だちとけんかして家に帰って
きた時に，お母さんが，うなずき
ながら最後まで話を聴いてくれた
ので，気持ちが楽になった。

話をしっかり聴いてもらったときの
ことを思いだしてみよう

こんな時どうする？

◆Ｂ男君はどんな気持ちなのだろう
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実践Ⅱ 「来年まってるからね」：トレーニング②３ 実践事例－

・繰り返し練習することで，六つのポイン
トをより意識することができるようにする。

・相手の立場に立って
聴くことができている
か
〔２‐④‐（オ）〕

展

開

●まず，一つ目のやり方です。（向き合っ
て座る。視線を合わせたり，うなずいたり
しない。時計を見たり，あくびをするなど
の態度をとりできるだけ関心を向けない聴
き方をする。）

●三つ目のやり方です。（教師と児童は90

度～120度くらいの角度で座る。教師は視線

を合わせ，うなずいたり，「うんうん，そ
う」などと関心を持って話を聴く。時には
話題に沿った質問をしたりして熱心に相手
の気持ちをくみながら聴く。）

●みんなは，三つのやり方を見てどんな感
じがしましたか？
●幼児の話を聴く時には，どの聴き方がい
いですか？
・どんなことに気を付けたらよいか，グ
ループで話し合う時間を設ける。

●みんなの意見をまとめてみると，上手な
聴き方をするには次の六つのことが大切な
んですね。

④上手な聴き方の練習を
する

●まず，３人グループをつくります（A：
幼児役，Ｂ：児童役，Ｃ：観察役）。そし
て，グループの中で，役割を交代しながら
やってみましょう。

⑤本時の活動を振り返る ・上手な聴き方をすることで，幼児の不安
を取り除いたり，幼児が安心して話ができ
たりすることを押さえる。

ま
と
め

・さし絵の幼児の表情
や様子から，幼児の気
持ちを考えることがで
きているか
〔２‐④‐（カ）〕

●次に，二つ目のやり方です。（教師は立
ち，児童は椅子に座る。児童が話した内容
を否定したり，相手の話をとってしまった
り，言葉尻をとらえて説教調になってし
まったりするなどの態度をとる。）

①体を向ける
②話す人を見る
③相づちを打つ
④最後まで話を聴く
⑤分からないことは質問する
⑥本人の気持ちを聴く

・ポイントを見付け発
表することができてい
るか

〔2‐⑤‐（サ）〕

・Ｂ男の表情や様子が伝わる場面１や，さ
し絵を提示することで，その時のＢ男の気
持ちを考えることができるようにする。

１回目

２回目

３回目

幼児 第５学年 観察者

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

36ページの「上
手に聴くためのワ
ンポイントアドバ
イス」も参考にし
てね。
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ワンポイントアドバイス‐話を上手に聴くために‐

「話を上手に聴くためのポイント」をお伝えしましょう

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：トレーニング②３ 実践事例－

①「ながら」をしないで話を聴き
ます

勉強しながら聴いたり，作業をしなが
ら聴いたりすると，話の内容を勘違いし
て受け取ったり，友達の気持ちが分かり
にくくなったりします。また，友達も，
本当に話を聴いてくれているのか不安に
なります。

②話を最後まで穏やかに聴くよう
にします

話している友達の話が一段落するまで
は，うなずいたり，「へえ～」「それ
で？」などと関心を持って聴き，話が一
段落するまでは，自分の感想や考え，意
見などは言わないようにします。

③話の中ではっきりしないことは，
質問して確認します

話の流れがはっきりしない時は，「も
うちょっと詳しく話してくれる？」「そ
れは誰が言ったの？」「誰がしたの？」
「それはいつのこと？」などの質問をし
ます。そうすることで，相手も，混乱し
ていた事実関係や気持ちを整理すること
ができるようになります。

④聴いた話の内容を，友達に返し
てみます

友達の話が一段落したら，「～だった
んだね」と，その話の内容を簡単にまと
めて，友達に伝え返してみます。そうす
ることで，友達の言っていることが自分
に理解できたか確認できるし，友達もま
た，話がきちんと伝わっているかを確認
することができます。

ピアサポート学会 ピアサポート研修講座資料
（森川,2007）改変

⑥「これから，どうしたいか」を
聴いてみます

友達の気持ちが分かったら，次に，こ
れからのことを聴きます。「それで，あ
なたはこれからどうしたいの？」「それ
で，あなたはどうしようと思っている
の？」

⑦自分の意見や考えを言う時は，
「私メッセージ」を使うようにし
ます

「私（僕）としては～だといいなと思う
んだけど」「私（僕）としては～した方が
いいんじゃないかと思うんだけど」
※「私メッセージ」（私は～だと思う，

感じる）という言い方をすると，表現が穏
やかになり，また強制的，断定的なもので
なくなり，相手が安心して聴けるようにな
ります。

⑤友達の気持ちを聴いてみます
友達の話の内容が分かったら，そのこ

とで，どんな気持ちになっているかを聴
いてみます。「それで，あなたはどんな
気持ちなの？」
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「幼児と仲良くなろう①」
フォローアップ 【総合的な学習の時間】

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：フォローアップ３ 実践事例－

学習活動 教師の支援と留意点学習活動 教師の支援と留意点 評価の観点

導

入

展

開

●主な発問

・グループ内で感想を順番に発表させるこ
とで，他者のいろいろな気持ちや思いに気
付くことができるようにする。

・振り返りカードに書かせることで，自分
の思いや気持ちを整理することができるよ
うにする。

②「がんばったこと」
や「うれしかったこ
と」を振り返る

・がんばったことや，うれしかったことを
発表する時間を設けることで，活動に対す
る満足感や自己有用感を高める。

①本時のめあてを知る

・園の先生からの助言と幼児からのメッ
セージが録画されたビデオレターを見せる
ことで前時の活動を振り返りやすくする。

・自分を振り返り，文章
や言葉で自分自身と対話
することができているか
〔１‐①‐（ア）〕

・友達の話を聴き終わつ

た後に，自分が思ったこ
とや感じたことをグルー
プのメンバーに話すこと
ができているか
〔２‐④‐（オ）〕

お兄ちゃんが
やさしく案内し
てくれてうれし
かったです

・本時はふれあいフェスティバルでの幼児
へのかかわりについて振り返ることを知ら
せる。

めあて ふれあいフェスティバルでの幼児へのかかわりを振り返ろう

○がんばったこと

○うれしかったこと

（振り返りの観点）

①幼児の様子
②指示・説明・役割分担
③遊び（活動内容）
④時間
⑤声かけ・接し方

・役割分担を明確にする。

がんばったことやうれしかったことを
振り返ろう

グループで振り返り，課題点を
見付けよう

解決策について話し合おう

・分かりやすくアドバイスした。

・自分から話しかけることができた。

・準備をがんばった。

・詳しく教えることができた。

・楽しかったよと言われた。

・けががなかった。

・またやりたいと言われた。

・幼児が笑顔を返してくれた。

・分かりやすい説明の仕方を心がける。

・幼児の様子から伝わってきた気持ち
を言葉や態度で伝えてみる。
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アドバイスを三つお伝えします。

・一つ目はポケットに手を入れながら幼児と話をしている
人がいましたね。やはりポケットから手を出した方が感じ
がいいですね。

・二つ目は上から見下ろすようにして話をすると，ちょっ
と圧迫感を感じている幼児もいたようです。少し背をかが
めて視線を合わせて話してあげるといいですね。

・三つ目は「何をしてもいいよ」と言われると幼児は逆に
戸惑ってしまいます。いくつか選択肢を出してあげて，そ
の中から選ばせてあげるといいですよ。

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：フォローアップ３ 実践事例－

展

開

ま
と
め

③振り返りの観点に
沿って振り返り，課題
を見付ける

・振り返る観点を示し，考えや意見をカ
テゴリーごとに分類させることで，自分たち
の考えを整理することができるようにする。

・グループごとに課題と課題克服のための
解決策について発表させることで，次時の
サポート活動へ生かすことができるように
する。

（振り返りの観点）

①幼児の様子
②指示・説明・役割分担
③遊び（活動内容）
④時間
⑤声かけ・接し方

・本時の活動を振り返ることで，次時の活
動に意欲を持って取り組むことができるよ
うにする。

・相手の気持ちを大事
にしながら自分の考え
や意見を伝えることが
できているか
〔２‐⑤‐（サ）〕

④課題と課題克服のため
の解決策について発表す
る

①幼児の様子

②指示・説明・役割分担

③遊び（活動内容）

④時間

⑤声かけ・接し方

グループの課題

⑤本時の活動を振り返る

解決策
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幼児と仲良くなるために

‐気持ちを分かって働きかけるこつをマスターしよう‐
めあてめあて

〔場面〕プールサイドで，じっと固
まって動こうとしないＣ男君（５歳）
がいます。さてこんな時あなたならど
うしますか？

ポイントポイント

「幼児と仲良くなろう①」
トレーニング③ 気持ちを分かって働きかける【学級活動】

・自分の感情に気付き，
表情や態度及び簡単な
言葉で表現できている
か

・友達と同じ気持ちになることを共感と言
うことを知らせる。

●友達が泣いていたら，どんな気持ちにな
りますか？

●友達が自分の気持ちを分かってくれると，
心が安らぐものですね。

●では，どのようにすると共感できるのか
な。今日は，共感の仕方について勉強しま
しょう。

・二つのモデルを示し，比較することで，
より具体的なポイントを見付けることがで
きるようにする。

●共感するためにまず大切なことは，相手
をよく観察することです。

②「気持ちを分かる」
ということについて知る

③二つのモデルを見て，
気持ちを分かって働き
かけるポイントを考え，
発表する

・本時では幼児と水遊びをする際に，幼児
の気持ちを理解し，その気持ちに寄り添っ
たかかわりができるようにするためのポイ
ントを学習することを知らせる。

①本時のめあてを知る

評価の観点教師の支援と留意点学習活動

〔１‐② ‐ （イ）〕

●主な発問

①相手の様子をよく知る

②「その人の様子」＋「自分の気持ち」
③相手に体を向ける
④相手をきちんと見る
⑤聞こえる声で言う
⑥笑顔で言う

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：トレーニング③３ 実践事例－

・深くて怖そう
・水は冷たいかな
・どんなことをするのか

不安だな

導

入

展

開

二つのモデルを比べ，気持ちを分かって
働きかけるポイントを考えよう

こんな時どうする？気持ちを分かるってどういうこと？

・友だちが泣いていたら自分もつらくなること。

・友だちが努力して成功した時，自分もすごく
うれしい気持ちになること。

◆Ｃ男君はどんな気持ちなのだろう



40

展

開

ま
と
め

・ポイントを見付け発
表することができてい
るか

〔2‐⑤‐（サ）〕

●では，目の大きさや口の形などがどう
なっている時，どんな気持ちなのかを確か
めてみましょう。まず，怒っている顔です。
こんな顔です。みんなもそれぞれやってみ
ましょう。

●次に，共感していることを相手に伝える
ことが大切です。いくら共感してもそれを
表さなければ相手には伝わりません。
●では，先生が二つのやり方をやってみま
す。だれか手伝ってくれませんか？
●Ａさんは「うれしそうな」表情をしてく
ださい。
●まず，一つ目です。

（「どうしたの？ ふーんそう」とあっさ
りと伝える）
●次に，二つ目です。

（うれしそうだね。何かあったの？ そう
なんだ。私もうれしくなっちゃた。などと
【私も＋感情語】で伝える）

●みんなは，二つのやり方を見てどんな感
じがしましたか？
・気持ちを分かって働きかける時には，ど
んなことに気を付けたらよいか，グループ
で話し合う時間を設ける。
●みんなの意見をまとめてみると，次の六
つのことが大切なんですね。

①相手の様子をよく知る
②「その人の様子」＋「自分の気持ち」
③相手に体を向ける
④相手をきちんと見る
⑤聞こえる声で言う
⑥笑顔で言う

④気持ちを分かって働き
かける練習をする

眉毛や目がつり
あがっています。
口が横に広がって
います。

何だかうれしそ
うね。私もうれし
くなっちゃたよ。

●先生の表情を見てください。どんな気持
ちでいるか分かりますか？（うれしい，悲
しい，驚いている，怒っている表情等）

・演じた教師の表情や
様子から気持ちを考え
ることができているか

〔２‐④‐（カ）〕

・すぐに練習にとりかかれるように，三人
組（幼児役・児童役・観察者）でローテー
ションしながら練習する表をあらかじめ作
成し提示する。

⑤本時の活動を振り返る

・繰り返し練習をすることで，六つのポイ
ントをより意識することができるようにす
る。

・場面や写真から，幼
児の気持ちを考えるこ
とができているか
〔２‐④‐（カ）〕

・気持ちを分かって働きかけるためには，
幼児の様子をしっかりと観察することや，
その様子を見て自分がどう感じたかを伝え
ることが大切であるということを押さえる。

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：トレーニング③３ 実践事例－

１回目

２回目

３回目

幼児 第５学年 観察者

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

・幼児の表情や様子が伝わる場面や写真を
提示することで，その時の幼児の気持ちを
考えることができるようにする。
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私がやりたいサポート活動を考えようめあて

「幼児と仲良くなろう①」
個人プランニング② 【総合的な学習の時間】

○いつ
○どこで
○どのように
○活動の時心がけること

・不安に感じている幼児がいたら

優しく声をかけたい。

・何か困っていることがあったら

しっかり話を聴いて幼児が少

しでも楽しめるようにしたい。

【話し合いの視点】
●自分がそのサポート活動をするの

に困ることや心配なこと
●そうした課題を解決するにはどう

したらよいか

・プールサイドを走り回ったりプール
に跳び込んだりしたらどうしたらいい
だろう。

・水に入るのが恐くて泣き出したらど
う声をかけたらいいだろう。

・本時の活動を振り返り，サポート活動へ
の意欲を高める。

⑤本時の活動を振り返る

・自分の考えを整理し明確にするために，
個人プランニングシート（p.42参照）を用
意し，自分がやりたいサポート活動を記入
する時間を設ける。

・自分がするべきことを，より明確にさせ
るために「いつ」「どこで」等，できるだ
け具体的に考えるよう助言をする。

・サポート活動をする上で不安に感じてい
ることや解決策について班で話し合う場を
設けることで，より良いサポート活動が実
行できるようにする。

②自分がやりたいサポー
ト活動を具体的に考える

③サポート活動の計画を
立てる

④サポート活動をする上
で不安に感じていること
や解決策について班で話
し合う

・本時では，実際にサポート活動をする際
の具体的な内容や計画を立てることを知ら
せる。

①本時のめあてを知る

評価の観点教師の支援と留意点学習活動

●主な発問

〔２‐⑤ ‐（サ）〕

・ 相手の気持ちを大事
にしながら自分の考え
や意見を伝えることが
できているか

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：個人プランニング②３ 実践事例－

導

入

展

開

ま
と
め

自分がやりたいサポート活動を
具体的に考えよう

サポート活動の計画を立てよう

班で話し合ってみよう
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個人プランニングシート（例）

班の友達からのアドバイス

Ａ
男

Ｂ
子

Ｃ
太

プールに入ることを目指すんじゃなくて，その幼児とまず仲良くなろう
と思ったらどうかな。おしゃべりしてもいいし，ジャンケン遊びをしても
いいし，その子が少しでも安心して過ごせる方法を考えたらどうだろう。

無理やりプールに入れたら恐かった気持ちだけが残ると思うので，本人
が入る気持ちになるまで待てばいいと思う。手をつないであげるのは，幼
児が安心すると思うのでいいと思う。時間内にどうしても入れそうにな
かったら，自分だけで何とかしようとしないで，先生に相談してみたらい
いと思うよ。

その幼児と仲良しの友達にちょっと声をかけてもらって，もし入れたら，
慣れるまでペア同士で一緒に遊ぶのはどうだろう。

ありがとう。みんな
のアドバイスのおかげ
で，少し自信を持って
取り組めそうよ。

アドバイスし合う
ことで，サポートす
る際の大事なポイン
トを再確認している
みたいね。

私がやりたいサポート活動

私は，幼児が少しでも安心してプールに入れるように，自分がまずプールに入り，
幼児が水に慣れるまで抱っこかおんぶをしてプールの中を歩こうと思っています。そ
の時に少しでも幼児の不安を少なくするために「恐くない？」とか「おねえちゃんが
そばにいるからね」と声をかけていきたいです。

課

題

サポート活動の計画

○日時 ７月１０日（木曜日）３校時

○場所 小学校のプール

○活動の時心がけること

解
決
方
法

※そのサポート活動をするのに困ることや心配なこと
（自分の性格も考えて）

・声をかけても，幼児がプールに入るのを恐
がり，なかなかプールサイドから動こうとし
なかったらどうしよう

・幼児の表情や態度をよく見て，今どんな

気持ちなのかを考えるようにする。

・自分から笑顔で声をかけるようにする。

・どんなことをして遊びたいのか幼児の気

持ちを聞くようにする。

※そうした課題を解決するにはどうしたらよいか
（自分なりの考え）

・本人が入る気持ちになるまで，手をつない
でそばにいる。無理やりプールに入るように
促さない。

プランニングシート
に書くことで，自分の
考えが明確になり，具
体的なサポート活動を
イメージしやすいわね。

幼児と仲良くなろう ～小学校のプールに招待しよう～

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：個人プランニング②３ 実践事例－
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めあてめあて

「幼児と仲良くなろう①」
サポート活動②：小学校のプールに招待しよう【総合的な学習の時間】

幼児たちが，安心し楽しんで過ごせるようなサポートをしよう

（３時間目：総合）

・水着に着替え，プールの入り口で幼児を待つ

・全員で準備運動をする

・はじめのあいさつをする

・幼児と一緒にシャワーを浴びる

・ペアの幼児と小プールで水遊びをする

（20分遊んだら５分休憩）

・全員で整理運動をする

・終わりのあいさつをする

サポート活動に
ついての振り返り

サポート活動に
ついての振り返り

３時間目～４時間目までの流れ３時間目～４時間目までの流れ

（４時間目：総合）

事前に個人プランニングと，ペア
の幼児の名前を確認しておこう！

実践Ⅱ 「来年まってるからね」：サポート活動②３ 実践事例－

学習活動 教師の支援と留意点

①本時のめあてを知る

学習活動 教師の支援と留意点 評価の観点

導

入

展

開

●主な発問

③本時の活動を振り返る

振
り
返
り

・本時では，個人プランニングに基づいて，
実際にサポート活動をすることを知らせる。

②サポート活動をする ・なかなか幼児に声がかけにくい児童には，
その場に応じた適切なかかわり方について
個別にアドバイスをする。

・サポート活動を実際に行ってみて，うま
くいったことや課題点について班ごとに振
り返る時間を設けることで，今後どのよう
なかかわり方をすればよいかについて意見
を交換することができるようにする。

（5分）

（40分）

（45分）

・幼児の表情や様子か
ら，幼児の気持ちを考
えることができている
か
〔２‐④‐（カ）〕

・共感的な態度でかか
わることができている
か
〔２‐④‐（キ）〕

・班で出てきた感想や意見を全体で共有し，
次時への意欲を高める。

・相手の気持ちを大事
にしながら自分の考え
や意見を伝えることが
できているか
〔２‐⑤‐（サ）〕
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紙上相談

p.57-

出前授業

p.53-

陸 上
サポート
p.47-

－小中連携－ 「ようこそ後輩 」

小中連携のサポート活動には時間や距離の制約がある。

この課題を克服するため，現在実施している学校行事や活動を

生かせないか考える。

①陸上サポート

（小学校の陸上記録会に向けての練習を陸上部がサポートする）

②出前授業

（小学校に人権劇の出前授業に行き，人権の大切さを訴える）

③紙上相談

（小学校第６学年の児童の，中学校生活についての不安や疑問に中学校の生徒が手紙で答える）

目 標

中学校の生徒が，小学校の児童とのかかわりの中で，人の役に立つことの喜びを知り，より積
極的に支援しようとすることができる。

実践の背景

実践のポイント

中学校では，いじめ・不登校等の生徒指導上の諸問題が見られ，自分に自信が持てず自分たち

の学校に誇りを持てない 生徒が多く見られる。また，新入生が，中学校になかなかなじめず不適

応状態を起こすという問題も生じている。そこで，来年，新入生が安心して中学校生活をスター

トできるようにするとともに，生徒が他者とのかかわりの中で自分が生かされることを感じとれ

るよう，生徒会活動や部活動の時間の中で小中の交流活動を実施することにした。

動機付け

小学校第６学年の児童が，来年，安心して中学校に来られるよう，自分たちができることを発

表し合うことで，中学校の先輩としての自覚を促す。

トレーニング

個人プランニング

サポート活動

生徒会活動や放課後の時間を使って実施する。

＊学級活動の時間に，ソーシャルスキル教育などを実施している場合はこれを活用する。

小学校第６学年の児童が，安心して中学校に来られるように

するため，自分が何を目指してサポート活動をしたいと思って

いるかを明確にし，具体的な計画を立てる。

今ある教育活動に
ピアサポートの視点を
取り入れてみよう。

動機付け p.45動機付け p.45

トレーニングトレーニング

個 人
プランニング

個 人
プランニング

サポート活動サポート活動

トレーニングトレーニング

個 人
プランニング

個 人
プランニング

サポート活動サポート活動

トレーニングトレーニング

個 人
プランニング

個 人
プランニング

サポート活動サポート活動

「ようこそ後輩」の展開

あああ るるる ももも のののⅢⅢⅢ ををを 生生生 かかか すすす

実践Ⅲ 「ようこそ後輩」３ 実践事例－
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入学したてのころ
どんなことが不安でしたか？
どんな先輩にいて欲しかったですか？

入学したてのころ
どんなことが不安でしたか？
どんな先輩にいて欲しかったですか？

・勉強についていけるかな？

・他の小学校から来る人と仲良く

なれるかな？

・部の先輩は優しいかな？

・宿題はたくさんあるかな？

自分たちにどんなことができるだろう？自分たちにどんなことができるだろう？

ピアサポートって
なあに

ピアサポートって
なあに 援助の必要な人の心に寄り添い，その人が持っている

問題解決能力を引き出すようにサポートしていくこと

「ようこそ後輩」動機付け 【生徒会活動】

●主な発問

・各委員会ごとに今後の予定を発表させるこ
とで，サポート活動への意欲を高める。

⑤今後の予定を確認す
る

・自分の考えを伝えた
り，友達の意見を聞い
たりすることができて
いるか

〔２‐④ ‐（オ）〕

・イメージがつかめるようにプリントを用意

する。（資料１ p.46参照）

・入学したてのころの気持ちを思い起こさせ

ることで，自分たちが具体的に何ができるか

を考えることができるようにする。
●入学したてのころ，どんなことが不安だっ
たでしょう。どんな先輩にいて欲しかったで
すか？

・各委員会ごとに考えを出し合い，全体で分

担を決めさせることで，自分たちが何をする

かを明確にすることができるようにする。

②「ピアサポート」に
ついて知る

③来年度の１年生が早
く学校生活になれるた
めに，自分たちに何が
できるかを考える

④グループで考えを出
し合い協議する

・小学生をサポートしたいという気持ちが高

まるように小学校の先生からの手紙を読む。

①この時間のめあてを
知る

評価の観点教師の支援と留意点学習活動

★部活動を紹介しよう 各部に呼びかけてみよう

★小学生の心配や疑問に 生徒会役員を中心にやって

答えてみよう みる？

★中学校の自慢の活動を 人権委員会の取り組みを

紹介しよう 紹介してはどうかな？

実践Ⅲ 「ようこそ後輩」：動機付け３ 実践事例－

導
入

展

開

ま
と
め

めあてめあて

「先輩のみなさんへ。中学校で頑張っている様子を聞いて喜んで
います。もうすぐ６年生が，後輩として中学校に入学します。とても楽
しみにしている反面，中学校はどんなところだろうとドキドキしていま
す。先輩であるみなさんに力になってもらえるとうれしいです。

（小学校の先生からビデオレターや手紙で）

新入生が安心して中学校生活を送るために，
自分たちに何ができるか考えよう
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今回は，来年の新入生のために，先輩として手助けをするための活
動に参加を希望してくれてありがとう。

ピアサポートの

ピアとは「仲間」サポートとは「支える」という意味です。

仲間を支えるためには，まず，自分や他の人の悩みや問題が分かる
こととその手助けの仕方が分かることが大切です。

そのためには，次のようなことを身に付けていきたいと思います。

話の聴き方

質問の仕方

話をする時の姿勢や態度，距離

課題解決の方法

感情への対処の仕方

自分を守ってサポートすること，サポートの限界

小学生が入学を楽しみにしてくれるような中学校にしていきましょう。

（生徒会役員の写真）

生徒会長

資料１

実践Ⅲ 「ようこそ後輩」：動機付け３ 実践事例－
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トレーニング①
（部活動の時間）

「上手な声のかけ方」

個人プランニング

記録を伸ばすためのポイン
トを伝えて，励まそう。

動 機 付 け

陸上記録会に向けて練習に

取り組んでいる小学生に，陸

上部のみなさんが何か手伝え

ることがないだろうか。

小中教職員の連携小中教職員の連携

サポート活動サポート活動

指導の流れ ①陸上サポート指導の流れ ①陸上サポート

■枠組み ：課外活動（部活動） 陸上部員によるサポート活動

■サポート活動分類 ：指導・助言

■必要なトレーニング：上手な声のかけ方，上手な指示の出し方，トラブルの仲裁の仕方

■ねらい：学童陸上記録会に向けて練習に取り組んでいる小学校の児童のサポートを通して，

自己有用感を高める。

・陸上サポートの流れについて，
小学校担当者と中学校陸上部顧
問で話し合いをしておく。

練習する中で困っ
ていること，聞いて
みたいことはどんな
ことですか。

各自で聞いてみた
いことをカードに書
いてみよう。

いろいろな場面を
想定して，その場面
での対処方法を考え
る。

この時

小学校では

この時

中学校では

トレーニング③
（部活動の時間）

「トラブルの仲裁の仕方」

トレーニング②
（部活動の時間）

「上手な指示の出し方」

それはありがたいです
ね。中学校の生徒も準備
がしやすくなります。そ
れからトレーニングの段
階で，小学校の児童の特
徴などを先生に助言して
もらうと助かります。

活動後に互い
に感想を交換す
れば，更に自己
有用感が高まる
と思います。

・出場する児童数や種目，スケ
ジュールを調整する。

・当日までの準備について連携
できる点を検討する。

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ①陸上サポート」３ 実践事例－

かんよう

事前に小学校の
児童が質問したい
ことをまとめて送
りましょうか？

【部活動についての配慮事項】

生徒の自主的，自発的な参加により行われ，

スポーツや文化及び科学等に親しませ，学習

意欲の向上や責任感，連帯感の涵養等に資

するものであり，学校教育の一環として，教育

課程との関連が図られるよう留意する。
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●主な発問

・この時間を振り返ることでサポート活動へ
の意欲を高める。

④この時間の活動を振
り返る

良いところを

しっかり見付ける

ことが大切だね。

・相手の意見や気持も
大事にしながら自分の
考えや意見を分かりや
すく伝えることができ
ているか

〔２‐⑤ ‐（サ）〕

・自分自身が記録が伸びずに悩んだ時に，ど
のような気持ちになったかを考え，発表させ
ることで，小学校の児童の気持ちを想像する
ことができるようにする。

●その時，嬉しかったり勇気付けられたりし
た言葉かけは，どんなものでしたか？

●これまで考えたことを参考にして，小学校
の児童にどのような声かけをしたらいいと思
いますか？
・意見交換をすることで，様々な声のかけ方
があることに気付くことができるようにする。

②自分自身の記録が伸
びずに悩んだ時のこと
を考える

③どのような言葉をか
けたらよいか考える

●小学校の児童の気持ちを理解し，その気持
ちに寄り添った声のかけ方について考えてい
こう。

①この時間のめあてを
知る

評価の観点教師の支援と留意点学習活動

「陸上サポート」
トレーニング① 上手な声のかけ方【課外活動】

自分自身が悩んだ時のことを思い出してみよう自分自身が悩んだ時のことを思い出してみよう
上手な声のかけ方のポイント・できていることや良いところを見
付けて伝えよう
・優しく笑顔で接しよう・具体的な改善点を伝えよう・自分自身の体験を語ろう

めあて 記録が伸び悩んでいる時の上手な声のかけ方を知ろう

どんな声のかけ方がよいかを考えようどんな声のかけ方がよいかを考えよう

・自分ではがんばっているつもりでも記録が

伸びなくてつらかった。

・気持ちばかりあせってしまってイライラし

ていた。

・投げやりな気持ちになった時もある。

・大丈夫

・スランプは誰にでもある

・ピンチはチャンス

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ①陸上サポート」：トレーニング①３ 実践事例－

導

入

展

開

ま
と
め
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●主な発問

・小学校の先生の助言を聞くことでサポート

活動への意欲を高める。

④この時間の活動を振
り返る

・声をかけ合いながら
取り組むことができて
いるか

〔２‐④ ‐（キ）〕

・より分かりやすい指示の出し方のポイント
に気付くことができるように，二つのモデル
を示す。

・個人で考えた意見をグループで出し合うこ
とで，様々な指示の出し方があることに気付
くことができるようにする。

・上手な指示の出し方のポイントを意識しな
がら練習をさせることで，安心してサポート
活動に臨むことができるようにする。

・練習の中で，小学校の先生から直接助言を
受けることで小学校の児童の発達段階に合っ
た分かりやすい指示ができるようにする。

②二つの指示の出し方
のモデルを見て上手な
指示の出し方のポイン
トを考え，発表する

③上手な指示の出し方
を練習する

●小学生に分かりやすい指示の出し方を考え

よう。

①この時間のめあてを
知る

評価の観点教師の支援と留意点学習活動

「陸上サポート」
トレーニング② 上手な指示の出し方【課外活動】

先生の二つのモデルを見て気付いたこと 上手な指示の出し方のポイント・顔をしっかり見よう
・相手のペースに合わせよう
・分かりやすく短い言葉で指示しよう・指示を出す時の合図を決めておこう

めあて 小学生に分かりやすい指示の出し方を考えよう

３ 実践事例－実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ①陸上サポート」：トレーニング②

A：何を言っているのか聞き取れない。

説明が長すぎて分かりにくい。

場面1 今日の練習予定を伝える場面

場面２ 途中で児童を集めて指示を出す場面

B：ゆったりした感じで聞きやすかった。

声もはっきりしていて分かりやすかった。

展

開

ま
と
め

導

入

専門用語は
できるだけ使
わないように
しようね。
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●主な発問

・この時間を振り返ることでサポート活動へ

の意欲を高める。

④この時間の活動を振
り返る

・それぞれの立場を考え
ながら，解決する方法を
一緒に考えることができ
ているか

〔２‐ ⑤ ‐（シ）〕

●この場面でみんなだったらどうしますか？

・その場面でどのように仲裁するかを考え，

発表させることで，様々な仲裁の仕方がある

ことに気付くことができるようにする。

・出てきた意見を順序立てて板書し，仲裁の

仕方のポイントをまとめる。

・トラブルを起こすＡ役とＢ役と仲裁役の分

担を決め，練習させることで，ポイントをよ

り意識することができるようにする。

・それぞれの役を演じた感想を述べ合うこと

で，より良い仲裁の仕方について考えを深め

ることができるようにする。

②場面Ｘについてどう
対応するか考える

③場面Ｘで仲裁の練習
をする

・トラブルが起こった時にどう対処するのか，

具体的に仲裁の仕方を学ぶことを知る。

①この時間のめあてを
知る

評価の観点教師の支援と留意点学習活動

「陸上サポート」
トレーニング③ トラブルの仲裁の仕方 【課外活動】

こんな時どうする？こんな時どうする？

仲裁の仕方のポイントは？【三つの約束を当事者に伝える】①正直に気持ちを話すこと
②しっかりと相手の話を聞くこと③相手が話している時は，決して遮らない
こと

・双方の食い違いをはっきりさせて，解決
のためにどうしたいのかを双方から聞く

めあて トラブルが起こった時の仲裁の仕方を学ぼう

Ａ Ｂ

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ①陸上サポート」：トレーニング③３ 実践事例－

展

開

ま
と
め

導

入

話し合うため
の三つの約束を
伝えることが大
事だね。

場面X：100メートル走の練習を

しています。記録係Ａと走った
Ｂが，言い合いになっています。
二人の様子から何かトラブルが
起きたようです。
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「陸上サポート」
個人プランニング 【課外活動】

●主な発問

・この時間を振り返ることでサポート活動へ
の意欲を高める。

④この時間の活動を
振り返る

・相手の意見や気持も大

事にしながら自分の考え

や意見を分かりやすく伝

えることができているか

〔２‐ ⑤ ‐（サ）〕

・小学校の児童の質問カードを参考にして各

自で個人プランニングシート（ p.52参照）

を記入させることで，より相手意識に立った
サポート活 動を考えることができるようにす

る。

・担当種目について練習計画を立て，教える

ポイントをまとめることで，自分がするべき

ことをより明確にすることができるようにす

る。

・サポート活動をする上で不安に感じている
ことを話し合わせることにより，より良いサ
ポート活動を実行できるようにする。

②小学校の児童がま
とめた質問カードの
内容を確認しサポー
ト活動を具体的に考
える

③サポート活動をす
る上で不安に感じる
ことなど，課題解決
について話し合う

・小学校の児童の質問カードを基に実際にサ

ポート活動をする際の具体的な内容や計画を

立てることを知らせる。

①この時間のめあて
を知る

評価の観点教師の支援と留意点学習活動

めあて 担当する種目についてサポート活動を考えよう

小学生から届いた質問カードの例を参考に
サポート活動の内容を考えよう

小学生から届いた質問カードの例を参考に
サポート活動の内容を考えよう サポート活動の計画を立てようサポート活動の計画を立てよう

サポート活動をするのに困ること
や心配なことを話し合おう

「陸上サポート」サポート活動のようす

展

開

ま
と
め

緊張する
なあ…

準備は

大丈夫かな？

質問：ソフトボールを遠くに投げるにはどう
したらいいですか？

・小学生が楽しいと思ってくれるかな？

・素直に聞いてくれるかな？

・ボールを投げる理想的な角度を教える。

・実際にやってみせるのもよい。

・ひじが下がらないようにすることを教える。

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ①陸上サポート」：個人プランニング３ 実践事例－

導

入

こんなふうに
やってみて～
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私の言うことを

ちゃんと聞いてく
れるかなあ…

陸上サポート個人プランニングシート陸上サポート個人プランニングシート

自分がやるより，教え

る方がずっと難しいよね。

陸上サポート振り返り用紙陸上サポート振り返り用紙

年 組 氏名

次の質問に当てはまると思う番号に○を付けてください。

５ とても思う ４ 思う ３ どちらとも言えない ２ あまり思わない

１ 思わない

○小学生に優しくていねいに教えることができた。

○小学生に分かるように話すことができた。

○小学生の言うことをよく聴くことができた。

○小学生に教えるのは楽しかった。

○小学生に喜んでもらえてよい気持ちになった。

○次の機会があればまた参加したい。

今回の活動を終えて，思ったこと，感じたこと，考えたこと，

気付いたことなど何でもよいので書いてみましょう。

５ ４ ３ ２ １

５ ４ ３ ２ １

５ ４ ３ ２ １

５ ４ ３ ２ １

５ ４ ３ ２ １

５ ４ ３ ２ １

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ①陸上サポート」：個人プランニング

小学生に分かりや

すい内容と言葉で

小学生に分かりや

すい内容と言葉で

３ 実践事例－

年 組 氏名

いよいよ小学生たちに陸上競技の実技サポートを行います。
陸上サポートが上手くできるように１～４についてまとめ，準
備をしっかりしましょう。

１ あなたが小学生に教える種目は？

２ その種目の基本や，記録を伸ばすためのポイントは？

３

４

おそらく緊張している小学生に対して，分かりやすく説明
するためには，どんなことに注意して話したらいいだろう？

あなたは今回，どのような気持ちで小学生に接しようと思
いますか？
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トレーニング
（生徒会活動の時間）

「上手な話し方」

・気持ちを伝える話し方

個人プランニング

小学校に行き，人権学習で
取り組んだ劇を見せ，人権の
大切さを伝えよう。

動 機 付 け

小学第６学年の人たちが，
来年，安心して中学校に来ら
れるよう，先輩としてできる
ことはないだろうか。

小中教職員の連携小中教職員の連携

サポート活動サポート活動

指導の流れ ②出前授業指導の流れ ②出前授業

■枠組み ：特別活動（生徒会活動） 人権委員によるサポート活動

■サポート活動分類 ：指導・助言

■必要なトレーニング：上手な話し方

■ねらい：小学校に人権劇の出前授業に行き，人権の大切さを訴えることを通して自尊感情や

自己有用感を高める。

・小学校の人権の取り組みと連携でき
るようにスケジュール調整をする。

・小中のねらい（お互いのメリット）
を話し合う。

・サポート活動「出前劇」の流れにつ
いて，小中の教職員で話し合う。

・小・中学校の保護者にも知らせる。

・個人プランニングの内容やサポート
活動については，事前に知らせる。

・小学校の児童や先生からのフィード
バックを得ることで中学生が自己有用
感を感じられるようしかけをする。
（劇を見たあとの児童の表情や様子な
どを知らせてもらう）

・実施したサポート活動の様子は，小
中両校で紹介する。

小学校の児童は先輩
から，呼びかけられる
ことで，「一人一人を
大切にしよう」という
気持ちが高まるね。又，
中学校入学後は，自分
たちも大切にされると
いう安心感を持てるし
ね。

中学校の生徒は，
小学校の児童に呼び
かけることで人権意
識が高まると思うよ。
また，先輩としての
自覚も高まるといい
ね。

この時

小学校では

中学校の先輩が
みなさんに伝えた
いことがあるそう
です。

どんなふうに迎
えたらいい

でしょう。

劇を見る時はど
んな態度がいいで
すか。

劇を見た感想を
書きましょう。

いじめについて
考えましょう。

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ②出前授業」３ 実践事例－
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●主な発問

・サポート活動の意欲が高まるようこの時間

の活動を振り返る。

④この時間の活動を振
り返る

・自分の考えや気持ちを率
直に話すことができている
か 〔２‐④ ‐（オ）〕

・相手の気持ちも大事にし
ながら自分の考えや意見を
はっきり伝えることができ
ているか

〔１‐⑤ ‐（サ）〕

・気持ちや感情は，言葉だけでなく，声の調

子や顔の表情，身振りなどでも表せることに

気付くことができるよう，同じ文章をいろい

ろな読み方で読んでみる。

●どんな気持ちが伝わってきましたか。グ

ループで感想を話し合いましょう。

・相手が受け入れやすい，意見や考えの伝え

方を知るために，せりふカードを使って二通

りの話し方をしてみる。

●二通りの話し方を聴いてどんな気持ちがし

ましたか。

・ポイントをまとめたカードなどを使ってポ

イントを押さえて練習できるようにする。

②気持ちを伝える話し

方について考える

・「桃太郎」の話をい

ろいろな読み方で読む

・せりふカードを使っ

て二通りの話し方で伝

えてみる

③ポイントを押さえた
話し方を練習する

●人権劇の出前授業を通して先輩からのメッ

セージを届けたいね。自分の気持ちや願いを

伝える話し方をマスターしよう。

①この時間のめあてを
知る

評価の観点教師の支援と留意点学習活動

「出前授業」トレーニング 上手な話し方 【生徒会活動】

「桃太郎」のお話をいろい
ろな読み方で読んでみよう

「桃太郎」のお話をいろい
ろな読み方で読んでみよう

・大きな声で言ってもらうと分かり

やすい。

・小学生にはゆっくり言った方がい

いね。

・内容にあった感情を込めるといいね。

楽しい

なんか
いやだ

わくわく

★話し方のポイント○伝えたい気持ちに合わせて・声の大きさ
・話すスピード・表情，態度

・間の取り方
を考えよう
○私メッセージで話そう

気持ちや願いの伝わる話し方をマスターしようめあて

せりふカードを使って二通り
の話し方で伝えてみよう

せりふカードを使って二通り
の話し方で伝えてみよう

いいなと思ったこ
とをまとめると…

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ②出前授業」：トレーニング３ 実践事例－

展

開

ま
と
め

導

入

小学校の児童役に
なって聞いてみてね。

自分の気持ちを伝えるにはどんな話し方をしたらいいだろう
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お話カード

むかしむかし，あるところに，お
じいさんとおばあさんが住んでいま
した。

おじいさんは山へしばかりに，お
ばあさんは川へ洗濯に行きました。

ある日，おばあさんが川で洗濯を
していると，ドンブラコ，ドンブラ
コと，大きな桃が流れてきました。
「おや，これは良いおみやげになる
わ」おばあさんは大きな桃をひろい
あげて，家に持ち帰りました。そし
て，おじいさんとおばあさんが桃を
食べようと桃を切ってみると，なん
と，中から元気の良い男の赤ちゃん
が飛び出してきました。

お話カード

むかしむかし，あるところに，お
じいさんとおばあさんが住んでいま
した。

おじいさんは山へしばかりに，お
ばあさんは川へ洗濯に行きました。

ある日，おばあさんが川で洗濯を
していると，ドンブラコ，ドンブラ
コと，大きな桃が流れてきました。
「おや，これは良いおみやげになる
わ」おばあさんは大きな桃をひろい
あげて，家に持ち帰りました。そし
て，おじいさんとおばあさんが桃を
食べようと桃を切ってみると，なん
と，中から元気の良い男の赤ちゃん
が飛び出してきました。

「桃太郎」のお話をいろいろな読み方で
読んでみよう

「桃太郎」のお話をいろいろな読み方で
読んでみよう

声の大きさ 大きな声 小さな声

読む速さ 早口 ゆっくり

気持ち 楽しそうに 悲しそうに 怒ったように

小学生のみなさ
んそうじはまじめ
にしましょう。中
学校に来ても，環
境美化に努めてく
ださい。

私たちはそうじ
に力を入れて取り
組んでいます。み
なさんも中学校に
来たら，同じ気持
ちになってくれる
とうれしいです。

同じ内容を二通りの話し方で伝えてみよう同じ内容を二通りの話し方で伝えてみよう

えっ，ちょっ
とこわいかも

先輩はやっ
てるんですか

先輩たちが
んばってるん
だ私もやって
みたいな

・あなたが～で始まるの

でなく，私メッセージで
話すことがポイントだよ。
（ｐ.36参照）

・自分たちがどんな気持
ちで取り組んでいるか相
手がしてくれた時どんな
気持ちになるか伝えられ
るといいね。

小学校の先生からのアドバイス

・小学校の児童に劇などを見てもらう
時には登場人物を動物にするなど優し
い感じにした方がいいんだよ。

・動物もキツネやオオカミがいつでも
いじめっ子というイメージを持たせな
いように工夫してね。

気の弱いライオン 見て見ぬふりのシカ

心の優しいオオカミ

いじわるウサギ

勇敢なキツネ

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ②出前授業」：トレーニング３ 実践事例－

せりふカード

気持ちを伝える
話し方のポイント
をまとめましょう。

いろいろな読
み方を聞いてど
んな感じがしま
したか。
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「出前授業」個人プランニング 【生徒会活動】

●主な発問

・この時間の活動を振り返ることで，サポー

ト活動への意欲を高める。

⑤この時間の活動を振
り返る

・相手の意見や気持ち
も大事にしながら自分
の考えや意見を分かり
やすく伝えることがで
きているか

〔２‐⑤ ‐（サ）〕

・出前授業でどんな役割があるか話し合わせ

ることで，自分たちにどんなことができるか

考えることができるようにする。

・個人プランニングシート（ｐ.42参照）に

記入させることで，自分が担当する役割を選

び， 担当として小学生向けにどんな配慮が必

要か を明確にすることができるようにする。

・自分の役割を遂行する上で不安に感じてい

ることを話し合うことにより，より良いサ

ポート活動が実行できるようにする。

②自分のやりたいサ

ポート活動を具体的に

考える

③サポート活動の計画

を立てる

④サポート活動をする
上で不安に感じている
ことや課題解決につい
て話し合う

・サポート活動をする際の具体的な内容や計

画を立てることを知らせる。

①この時間のめあてを
知る

評価の観点教師の支援と留意点学習活動

めあて 私がやりたいサポート活動を考えよう

「出前授業」サポート活動のようす

サポート活動をする上で
の不安や心配なことについ
て話し合おう

サポート活動をする上で
の不安や心配なことについ
て話し合おう

あいさつの中
で，私たちの思
いを伝えたいね。

登場人物
は動物とか
にしようか。

内容も小学
生向けに書き
換えよう。

小学生にはど
んなふうに聞こ
えるかしら

小学生にはど
んなふうに聞こ
えるかしら

中学校の生徒の感想
みんなですごく話し合って

準備しました。その中で改めて
いじめについて考えました。

中学校の生徒の感想
ちょっと緊張したけど，小学生

が一生懸命見てくれてうれしかっ
たです。

小学校の児童の感想
中学生の劇はとても良かった

です。あの劇のようなことが起こ
らないよう人のことを考えられる
ようになりたいです。

中学校では，「一人
一人を大切に」を合い
言葉にしています。

中学校では，「一人
一人を大切に」を合い
言葉にしています。

自分のやりたいサポート活動を具
体的に考えよう

自分のやりたいサポート活動を具
体的に考えよう

・小学生向けの内容といってもどん

なのがいいかな。

→小学校の先生にアドバイスをも

らったらどうだろう。

・小学生の前でやるのは緊張するな

→小学校に行く前に先生方に見て

もらおうか。

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ②出前授業」：個人プランニング３ 実践事例－

展

開

ま
と
め

導
入
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トレーニング①
（生徒会活動の時間）

「上手な聴き方」
p.34参照

トレーニング②
（生徒会活動の時間）

「相談に乗る」
・不安や疑問に答える
・小学校の児童に分かりやす
く書く

個人プランニング

小学校の児童の中学校生活
についての不安や疑問に答え
よう。

動 機 付 け
来年入学して来る小学校第

６学年の人たちが，安心して
中学校に来られるよう，先輩
としてできることはないだろ
うか。

・サポート活動「紙上相談」の流れに
ついて，小中の教職員で話し合ってお
く。

・小中の保護者にもお知らせする。

・個人プランニングの内容やサポート
活動については，事前に小学校に知ら
せておく。

・実施したサポート活動の様子は，小
中両校で紹介しよう。

小中教職員の連携小中教職員の連携

サポート活動サポート活動

指導の流れ ③紙上相談指導の流れ ③紙上相談

■枠組み ：特別活動（生徒会活動） 生徒会役員によるサポート活動

■サポート活動分類 ：相談活動

■必要なトレーニング：①上手な聴き方 ②問題解決の仕方（相談に乗る）

■ねらい：中学校生活に対する小学校第６学年の児童の不安や疑問に答える紙上相談を通して，

自己有用感を高める。

↓

↓

↓

この時

小学校では

中学校の生徒から

は，手紙かビデオレ
ターで小学生に呼び
かけてもらえるとい
いな。

中学校に行く準備として，小学校
の児童にも中学校の生活について，
考えさせる良い機会になりますね。

小学校の児童に分かりや
すい手紙の書き方について
小学校の先生から教えても
らえますか。

小学校の児童には，自分の気持ち
を文章でうまく書けない子もいるの
で，気持ちをうまくくみ取ってあげ
てほしいな。

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ③紙上相談」３ 実践事例－

中学校の先輩に聞き
たいことはないですか。

聞いてみたいことを
カードに書いてみよう。

手紙を書いてみよう。

先輩からの手紙を
読もう。

お礼の手紙を書こう。

中学校の生徒がや
る気になるよう，小
学校の先生から中学
校の生徒に手紙を書
いてもらえないかな。

【生徒会活動の目標】

生徒会活動を通して，望ましい人間関係を
形成し集団や社会の一員としてよりよい学校
生活づくりに参画し協力して諸問題を解決し
ようとする自主的，実践的な態度を育てる。
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●主な発問

・ていねいに振り返り活動を行うことで，

「紙上相談」に向けて自信や意欲を持って臨
むことができるようにする。

●相談に乗ってもらったり，相談に乗ったり
する体験をしてどんなことを感じましたか。

⑤この時間の活動を振
り返る

・友達の不安や疑問を
親身になって考えるこ
とができているか

〔２‐④ ‐（キ）〕

・シート１（p.59参照 ）に記入することで，
小学校第６学年のころの気持ちを整理しなが
ら思い出すことができるようにする。

・相談に乗ってもらう心地良さを体験できる
よう，シート２（p.59参照）を使って返事を
書き合う場を設定する。

・どんな返事がうれしかったかをまとめさせ
ることで，相手の身になって返事を書く時の
ポイントを明確にすることができるようにす
る。

●どんな返事がうれしかったですか。

・返事を書く時のポイントをカードにまとめ
せることで，サポート活動の時に活用できる
ようにする。

②自分が小学校6年生
のころの気持ちを思い
出す

③相談に乗ってもらう
体験をする

④相手の身になって返
事を書く時のポイント
をまとめる

●相談したり，相談に乗ったりする体験をし
て，小学校の児童からの相談に返事を書く時
のポイントをマスターしよう。

①この時間のめあてを
知る

評価の観点教師の支援と留意点学習活動

「紙上相談」トレーニング② 相談に乗る 【生徒会活動】

めあて
小学生からの相談に返事を書く時のポイントを
マスターしよう

小学校６年生のころ どんな気持ちだったかな小学校６年生のころ どんな気持ちだったかな

・ちょっと不安 ・心配 ・どんなことがあるか楽しみ

・中学校に行ったら頑張るぞ

相談に返事を書いてみよう相談に返事を書いてみよう

★返事を書くときのポイント・安心できるように返事を書こう・中学校でできることを紹介しよう・質問にはていねいに答えよう・自分の体験を書いてみよう・分かりやすい言葉で書こう

いいなと思ったこつをカードにまとめよういいなと思ったこつをカードにまとめよう

返事が書
けたら先生
に見せてく
ださいね。

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ③紙上相談」：トレーニング②３ 実践事例－

展

開

ま
と
め

導

入

こんなふうに
言ってもらうと
うれしいな。

なるほど，同じ
相談にもいろいろ
な答え方があるん
だね。

小学校の児童の
知っている言葉や
漢字を使ってね。
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相談した
いこと

ドキドキ度不安や疑問だったこと

不安や疑問リストシート

あなたが小学校６年生のころの気持ちを思い出してみよう

・ドキドキ度は100点満点として，どれぐらい不安だったか

を10点きざみで付けてください。

・一番相談に乗ってもらいたい項目に○を付けましょう。

シート１

あなたの相談したいこと

1.（ より）あなたの気持ちは

2.（ より）あなたの気持ちは

3.（ より）あなたの気持ちは

4.（ より）あなたの気持ちは

返事をもらって

うれしかったのは
こんなところです。

相談に乗ってもらったり相談に乗ったりして
みて気付いたことを書きましょう。

相談シート相談シート年 組 なまえ

相手の気持ちに合わせて，

返事を書いてみましょう。

相手の気持ちに合わせて，

返事を書いてみましょう。

相談に乗ったり，相談
に乗ってもらったりす
るってなんかいい感じ。
小学生からの手紙が楽し
みだね。

どんな返事がもらえる
かドキドキしたけど，み
んな親身に答えてくれて
うれしかったね。

シート2

･ 自分が不安だったこと
を書くのに抵抗のある生
徒には，無理をしなくて
いいよと声かけをします。
･ 相談に乗ってもらう体
験を通して相談の大切さ
や心地良さを感じ取らせ
たいですね。
･ 自分がうれしかった返
事から，小学生に返事を
書く時のポイントを考え
させましょう。

･ 自分が不安だったこと
を書くのに抵抗のある生
徒には，無理をしなくて
いいよと声かけをします。
･ 相談に乗ってもらう体
験を通して相談の大切さ
や心地良さを感じ取らせ
たいですね。
･ 自分がうれしかった返
事から，小学生に返事を
書く時のポイントを考え
させましょう。

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ③紙上相談」：トレーニング②３ 実践事例－



60

「紙上相談」個人プランニング 【生徒会活動】

●主な発問

・この時間の活動を振り返ることで，サポー
ト活動への意欲を高める。

⑤この時間の活動を振
り返る

・相手の意見や気持ちも
大事にしながら自分の考
えや意見を分かりやすく
伝えることができている
か 〔２‐⑤ ‐（サ）〕

・小学校の児童からの手紙を読み，同じよう
な内容で整理をさせることで，小学校の児童
の不安や疑問に気付くことができるようにす
る。

・個人プランニングシート（p.42参照）を活
用することで，自分のやりたいサポート活動
について考えたり，整理したりすることがで
きるようにする。

・サポート活動をする上で不安に感じている
ことを話し合うことにより，より良いサポー
ト活動が実行できるようにする。

②小学校の児童の不安
や疑問について知る

③サポート活動の計画
を立てる

④サポート活動をする
上で不安に感じている
ことや課題解決につい
て話し合う

・サポート活動をする際の具体的な内容や計
画を立てることを知らせる。

①この時間のめあてを
知る

評価の観点教師の支援と留意点学習活動

めあて 私がやりたいサポート活動を考えよう

小学生からの相談を読んでどんな不
安や疑問があるかまとめよう

小学生からの相談を読んでどんな不
安や疑問があるかまとめよう

サポート活
動の計画を立
てよう

サポート活
動の計画を立
てよう

サポート活動
をするのに困る
ことや心配なこ
とを話し合おう

ぼくはこの相
談になら答えら
れそうだよ。

ぼくはこの相談
に乗りたいけれど，
自分の考えだけで
は不安だな。

どんな漢字を使えばいいかし
ら。小学校の先生に聞いてみた
いわ。

★勉強のこと★勉強のこと

英語は難しいかな？

★部活のこと★部活のこと

学校行事 時間割 先生

★学校生活のこと★学校生活のこと

先輩や友達

どんな部活があるの？

展

開

ま
と
め

「紙上相談」サポート活動のようす

中学生のみなさんへ

…三つ目は友達です。

中学校に入学して仲の
良い友達と離れて，一
人になるんじゃないか
と不安です。友達はで
きるのでしょうか…。

○○より

そんなこと
あったな

実践Ⅲ 「ようこそ後輩 ③紙上相談」：個人プランニング３ 実践事例－

導
入

同じよう
な内容でま
とめるとこ
んなふうに
なったわ

○○さんへ

やっぱり入学する時は不安でいっぱいですよ

ね。私もはじめは不安でいっぱいでした。様々な

小学校から集まってくるので，人数は多くなりま

すが，気の合う友達がきっとたくさんできると思

いますよ。昨年から人権委員会もできたので，い

じめはほとんどありません。初めは不安だと思う

けど，何かあったら相談してください。

入学待ってます。 ○○より
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４ 実態把握のためのアンケート

７，８(エ)創造する力③キャリア開発能力

５，６(ウ)怒り等の感情をコントロールする力

３，４(イ)感情を認知し表現する力②セルフ・
コントロール

１，２(ア)自己を理解し，肯定的に受け止める力①自己認識個
人
的
能
力

23，24(シ)葛藤場面を解決する力

21，22(サ)主張する力

19，20(コ)断る力

17，18(ケ)頼む力

⑤問題解決能力

15，16(ク)責任を果たす力

13，14(キ)社会に適応する力

11，12(カ)他者を理解する力

９，10(オ)聴く・話す力

④対人関係形成能力

社
会
的
能
力

アンケート項目培いたい能力

個人的能力
個人的能力

自己を理解し，
肯定的に受け止める力

感情を認知し
表現する力

怒り等感情を
コントロールする力

創造する力

社会的能力
社会的能力

聴く・話す力

他者を
理解する力

社会に
適応する力

責任を
果たす力

頼む力

主張する力

葛藤場面を
解決する力

断る力

レーダーチャー

トにしてみると，
子どもたちの力の
バランスが一目で
分かるわね！

ピアサポートを進めていくために，子どもたちがどんな力を身に付けたら
よいか実態を把握する必要がありますよね。日頃の教師の観察も大切ですが，
アンケート等を活用して客観的に見ていくことも大事にしたいですね。

アンケートは小学校低学年用，中学年用，高学年用，中学校用があります。全部で２４の質問

項目で構成されており，それぞれについて「できない」（１点），「あまりできない」（２点），
「だいたいできる」（３点）, 「できる」（４点）の４件法で答えます。そして以下に示す表に

沿って，培いたい能力ごとに点数化できるようになっています。それを個人的能力と社会的能力
ごとにグラフに示していくことで，子どもたちの力のバランスを把握することができます。

４ 実態把握のためのアンケート

８

６

４

２

０

８

６

４

２

０
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ピアサポート実態把握のためのアンケート集計フォーム

■実態把握アンケート集計フォームの活用方法

①岡山県総合教育センターの
Ｗｅｂページより，集計シス
テムをダウンロードすると，
集計フォームが出てきます。

①岡山県総合教育センターの
Ｗｅｂページより，集計シス
テムをダウンロードすると，
集計フォームが出てきます。

個 人 的 能 力

６

創造力

４

３

２

４６５岡山太郎１

感情認知自己理解氏 名番号

４

７

２

６

２

５

２

８

３

４

４

３

２

３３２岡山太郎１

３２１氏 名番号

個 人 的 能 力

6．00

６

創造力

4．006．005.00クラス平均

４６6岡山太郎１

感情認知自己認識氏 名番号

②氏名欄に学級児童生徒の氏
名と１～２４の回答（１～４
の数字）を入力します。

②氏名欄に学級児童生徒の氏
名と１～２４の回答（１～４
の数字）を入力します。

③集計フォームに入力する
と集計シート「個人的能力」
「社会的能力」に自動的に計
算されたデータが入力されま
す。

③集計フォームに入力する
と集計シート「個人的能力」
「社会的能力」に自動的に計
算されたデータが入力されま
す。

④個人のデータを見る場合は
集計シートの下段（右図）の
表示したいデータ番号に該当
児童生徒の番号を入力すると
自動的にそのデータが表示さ
れ，さらに下段に学級の平均
値と個人のデータが比較でき
るレーダーチャートが表示さ
れます。

④個人のデータを見る場合は
集計シートの下段（右図）の
表示したいデータ番号に該当
児童生徒の番号を入力すると
自動的にそのデータが表示さ
れ，さらに下段に学級の平均
値と個人のデータが比較でき
るレーダーチャートが表示さ
れます。

⑤個人のデータを印刷したい場
合は印刷したいデータ番号を入
力し，印刷開始ボタンをクリッ
クすれば印刷できるようになっ
ています。

⑤個人のデータを印刷したい場
合は印刷したいデータ番号を入
力し，印刷開始ボタンをクリッ
クすれば印刷できるようになっ
ています。

ピアサポート実態把握のためのアンケート集計フォーム

↓表示したいデータ番号

１

↓表示したいデータ番号

１ ？～ 印刷開始印刷開始

手 順手 順

※本ページでは，個人的能力のみを示していますが，実際は社会的能力も併記されています。

４ 実態把握のためのアンケート

感情
コントロール

学級平均値

0

2

4

6

8
自己認識

感情認知

感情コントロール

創造力

感情
コントロール
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アンケート(低学年用)

４３２１ともだちが こまっているときに かいけつするほうほうを いっしょにかんがえること
ができる

24

４３２１ともだちが こまっているときに 「どうしたの？」（「だいじょうぶ？」）と こえを
かけることができる

23

４３２１だれかが ともだちを からかっているとき やめるようにいうことができる22

４３２１いやなことを いわれたときに（されたときに） 「いわないで」（「しないで」）とい
うことができる

21

４３２１いやなさそい（きけんなあそびのさそいなど）は はっきりことわることができる20

４３２１やくそく（あそびのやくそくなど）を ことわるときは りゆうをいって ことわること
ができる

19

４３２１べんきょうがわからないとき せんせいやともだちに しつもんすることができる18

４３２１こまったときに せんせいやともだちに たすけをもとめることができる17

４３２１とうばんや かかりのしごとを きちんとさいごまで やりとげることができる16

４３２１「ろうかは しずかに あるく」など がっこうやクラスのやくそくを まもることがで
きる

15

４３２１じぶんから 「いれて」といって あそびのグループに はいることができる14

４３２１ともだちを あそびに さそうことができる13

４３２１ともだちのようすをみて ともだちのきもちに きづくことができる12

４３２１しつもんなどして ともだちのすきなあそびや すきなたべものなどについて しること
ができる

11

４３２１ともだちやせんせいの かおをみながら はなしをすることができる10

４３２１あさ ともだちやせんせいに あったら 「おはよう」のあいさつができる９

４３２１おおきくなったら どんなしごとをしたいか（どんなひとに なりたいか） いうことが
できる

８

４３２１一ねんご じぶんはどんなことができるようになっているか そうぞうすることができる７

４３２１だれかが ぶつかってきたとき おこらずに ゆるすことができる６

４３２１いやなことでも がまんして とりくむことができる５

４３２１いろいろなきもちを いうことができる４

４３２１「きょうのきぶんは？」ときかれたときに じぶんのきもちを こたえることができる３

４３２１じぶんの よいところを いうことができる２

４３２１じぶんの すきなもの（すきなこと）を いうことができる１

しつもん

ねん くみ なまえ（ ）

で
き
な
い

あ
ま
り
で
き
な
い

だ
い
た
い
で
き
る

で
き
る

４ 実態把握のためのアンケート

あなたはふだん，がっこうでどのようにすごしていますか。
それぞれのしつもんについて「できない」なら１に，「あまりできない」な

ら２に，「だいたいできる」なら３に，「できる」なら４に○をつけてくださ
い。ともだちとそうだんしたり，まねをしたりしないであなたのかんがえでこ
たえてください。
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アンケート(中学年用)

４３２１友達が 困っている時に 解決する方法を 一緒に考えることができる24

４３２１友達が 困っている時に 「どうしたの？」（「だいじょうぶ？」）と 声をかけることが
できる

23

４３２１だれかが 友達を からかっている時 やめるようにいうことができる22

４３２１いやなことを 言われた時に（されたときに） 「いわないで」（「しないで」）と言うこ
とができる

21

４３２１いやなさそい（危険な遊びのさそいなど）は はっきりことわることができる20

４３２１約束（遊びの約束など）を ことわる時は 理由を言って ことわることができる19

４３２１勉強がわからない時 先生や友達に 質問することができる18

４３２１困った時に 先生や友達に どうしてほしいかを伝えて 助けを求めることができる17

４３２１当番や 係の仕事を きちんと最後まで やりとげることができる16

４３２１「ろう下は静かに歩く」など 学校やクラスの約束を 守ることができる15

４３２１自分から 「入れて」といって 遊びのグループに 入ることができる14

４３２１友達を 遊びに さそうことができる13

４３２１友達の様子を見て 友達の気持ちに 気づくことができる12

４３２１質問などして 友達の好きな遊びや 好きな食べ物などについて知ることができる11

４３２１友達の話を 相づち（「うん，うん」「ふーん」など）を打ちながら 聞くことができる10

４３２１友達や 先生の前で 自分のことを しょうかいすることができる９

４３２１大きくなったら どんな仕事をしたいか（どんな人に なりたいか） 言うことができる８

４３２１一年後 自分はどんなことができるようになっているか そうぞうすることができる７

４３２１だれかが ぶつかってきた時 自分の気持ちに気づくことができる６

４３２１いやなことでも がまんして 取り組むことができる５

４３２１いろいろな気持ちを いうことができる４

４３２１「今日の気分は？」と聞かれたときに 自分の気持ちを 答えることができる３

４３２１自分の よいところを 言うことができる２

４３２１自分の 好きなもの（好きなこと）を 言うことができる１

質 問

年 組 名前（ ）

で
き
な
い

あ
ま
り
で
き
な
い

だ
い
た
い
で
き
る

で
き
る

４ 実態把握のためのアンケート

あなたはふだん，学校でどのように過ごしていますか。
それぞれの質問について「できない」なら１に，「あまりできない」なら

２に，「だいたいできる」なら３に，「できる」なら４に○をつけてください。
友達と相談したり，まねをしたりしないであなたの考えで答えてください。
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アンケート(高学年用)

４３２１友達が 困っている時に 解決する方法を 一緒に考えることができる24

４３２１友達が 困っている時に 「どうしたの？」（「だいじょうぶ？」）と 声をかけるこ
とができる

23

４３２１だれかが 友達を からかっている時 やめるようにいうことができる22

４３２１いやなことを 言われた時に（された時に） 「いわないで」（「しないで」）と言う
ことができる

21

４３２１いやなさそい（危険な遊びのさそいなど）は はっきりことわることができる20

４３２１約束（遊びの約束など）を ことわる時は 理由を言って ことわることができる19

４３２１勉強がわからない時 先生や友達に 質問することができる18

４３２１困った時に 先生や友達に どうしてほしいかを伝えて 助けを求めることができる17

４３２１高学年として 委員会や当番活動など 自分の役割を理解し 責任を持ってやりとげる
ことができる

16

４３２１「ろう下は静かに歩く」など 学校やクラスの約束を 守ることができる15

４３２１自分から 「一緒にやろう」といって 他のグループに 声をかけることができる14

４３２１クラスで何かに取り組む時に 声をかけ合いながら 取り組むことができる13

４３２１友達の表情や様子を見て 友達の気持ちを 考えることができる12

４３２１質問などして 友達の興味のあることや 趣味などについて知ることができる11

４３２１友達の話を聞き終わった後に 自分が思ったことや感じたことを 相手に話すことがで
きる

10

４３２１相手の立場に立って 話を聞くことができる９

４３２１将来の夢に向けて 具体的に今どんなことをがんばればよいか 考えることができる８

４３２１一年後 自分はどんなことができるようになっているか そうぞうすることができる７

４３２１自分の気持ちを コントロールすることができる６

４３２１いやなことでも がまんして 取り組むことができる５

４３２１自分の気持ちを 表情や態度で表現することができる４

４３２１「今日の気分は？」と聞かれたときに 自分の気持ちを答えることができる３

４３２１今の自分を 振り返ることができる２

４３２１自分の よいところを 言うことができる１

質 問

年 組 名前

（ ）

で
き
な
い

あ
ま
り
で
き
な
い

だ
い
た
い
で
き
る

で
き
る

４ 実態把握のためのアンケート

あなたはふだん，学校でどのように過ごしていますか。

それぞれの質問について「できない」なら１に，「あまりできない」なら２
に，「だいたいできる」なら３に，「できる」なら４に○をつけてください。
友達と相談したり，まねをしたりしないであなたの考えで答えてください。
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アンケート(中学校用)

４３２１友達が 困っている時に 解決する方法を 一緒に考えることができる24

４３２１友達が 困っている時に 「どうしたの？」（「大丈夫？」）と 声をかけることがで
きる

23

４３２１だれかが 友達を からかっている時 やめるようにいうことができる22

４３２１いやなことを 言われた時に（された時に） 「言わないで」（「しないで」）と言う
ことができる

21

４３２１嫌な誘い（危険な遊びの誘いなど）は はっきり断ることができる20

４３２１約束（遊びの約束など）を ことわる時は 理由を言って 断ることができる19

４３２１勉強が分からない時 先生や友達に 質問することができる18

４３２１困った時に 先生や友達に どうしてほしいかを伝えて 助けを求めることができる17

４３２１委員会や当番活動など 自分の役割を理解し 責任を持ってやりとげることができる16

４３２１「ろう下は静かに歩く」など 学校やクラスの約束を 守ることができる15

４３２１自分から 「一緒にやろう」といって 他のグループに 声をかけることができる14

４３２１クラスで何かに取り組む時に 声をかけ合いながら 取り組むことができる13

４３２１友達の表情や様子を見て 友達の気持ちを 理解することができる12

４３２１質問などして 友達の興味のあることや 趣味などについて知ることができる11

４３２１友達の話を聞き終わった後に 自分が思ったことや感じたことを 相手に話すことがで
きる

10

４３２１相手が一番言いたいことは何なのかを考えながら 話を聞くことができる９

４３２１将来の夢に向けて 具体的に今どんなことを頑張ればよいか 考えることができる８

４３２１一年後 自分はどんなことができるようになっているか 想像することができる７

４３２１自分の気持ちを コントロールすることができる６

４３２１嫌なことでも がまんして 取り組むことができる５

４３２１自分の気持ちを 表情や態度で表現することができる４

４３２１「今日の気分は？」と聞かれたときに 自分の気持ちを答えることができる３

４３２１今の自分を 振り返ることができる２

４３２１自分の よいところを 言うことができる１

質 問

年 組 名前

（ ）

で
き
な
い

あ
ま
り
で
き
な
い

だ
い
た
い
で
き
る

で
き
る

４ 実態把握のためのアンケート

あなたはふだん，学校でどのように過ごしていますか。
それぞれの質問について「できない」なら１に，「あまりできない」なら

２に，「だいたいできる」なら３に，「できる」なら４に○をつけてください。
友達と相談したり，まねをしたりしないであなたの考えで答えてください。
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５ ピアサポート実践資料

●Ａ小学校における幼小連携の実践

№ 1 サポート活動企画書

№ 2 単元構想表「幼稚園の友達と交流しよう」その１

№ 3 動機付け「自分たちに何ができるか考えよう」：ワークシート

№ 4 トレーニングチェックシート

№ 5 トレーニング１「上手な声のかけ方をマスターしよう」：ワークシート

№ 6 トレーニング２-①「上手な聴き方をマスターしよう」：ワークシート

№ 7 トレーニング２-②「聴き方」：話題カード

№ 8 トレーニング３-①「気持ちをわかって働きかけるコツをマスターしよう」：ワークシート

№ 9 トレーニング３-②「あたたかい言葉がけのコツをマスターしよう」：ワークシート

№10 サポート活動「水遊び」：個人プランニングシート

№1１ サポート活動「水遊び」：振り返りシート

№12 単元構想表「幼稚園の友達と交流しよう」その２

№13 トレーニング４「自分の気持ちの伝え方のポイントをマスターしよう」：ワークシート

№14 トレーニング５「友達とは違う考えを伝えるコツをマスターしよう」：ワークシート

№15 トレーニング６-①「いやな気持ちにならない言い方をマスターしよう」：ワークシート

№16 トレーニング７「話をうまく伝えよう」：ワークシート

№17 サポート活動「スポーツ修行にチャレンジ」：個人プランニングシート

№18 動機付け「楽しいピクニックになるには，どうしたらいいだろう」：ワークシート

№19 サポート活動「仲良しピクニック」：個人プランニングシート

№20 サポート活動「音楽交流をしよう」：個人プランニングシート

●Ｂ小学校における実践

№21 サポート活動計画案

№22 サポート活動「○○小のリーダーになるぞ」：ワークシート

№23 サポート活動企画書

●Ｃ中学校における小中連携の実践

№24 サポート活動「出前授業：歌声を届けよう」：企画書（教師用）

№25 サポート活動「出前授業：歌声を届けよう」：企画書（生徒用）

№26 サポート活動「出前授業：歌声を届けよう」：振り返りシート

●その他

№27 動機付け「ようこそ後輩」：ワークシート

№28 サポート活動「陸上サポート」：個人プランニングシート

№29 サポート活動「陸上サポート」：振り返り用紙

№30 サポート活動「紙上相談」：ワークシート1

№31 サポート活動「紙上相談」：ワークシート2

これらの資料は
岡山県総合教育セ
ンターＷebページ
からダウンロード
できます。

５ ピアサポート実践資料
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